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令和６年度 水稲直播研究会講演会 
－水稲乾田直播の開発と普及－ 

  

 

 水稲直播研究会では会員および関連の皆様を対象とした現地検討会や講演会を毎年度実

施しています。令和６年度は、近年普及面積が拡大している乾田直播に焦点を当て、その技

術の詳しい内容や普及の取組みについて学び検討する講演会を開催しました。 

乾田直播は湛水直播と並ぶ水稲の直播方式ですが、いくつかの技術がある中で今回は３

つの技術の開発元から講師をお招きしご紹介いただきます。一つは愛知県農業総合試験場

が開発した不耕起Ⅴ溝直播栽培技術で、３つの技術の中では開発時期が古く、1990 年代前

半に原体系がほぼ完成し改良を重ねながら普及が進み、今では愛知県内はもとより他府県

にも広がっています。もう一つは 2010 年代前半に農研機構東北農業研究センターが開発し

たプラウ耕鎮圧体系乾田直播技術で、東北や北海道を中心に普及が拡大しています。残る一

つは農研機構九州沖縄農業研究センターが最近開発した振動ローラ式乾田直播技術で、現

在、九州を中心に普及が進められています。 

講演に先立ち、「解題」として近代以降の水稲直播の普及と背景の概略を当会から紹介し

ました。その内容を含め、当日の開催状況、ご来賓挨拶、講師のご講演と質疑、総合討論で

の質疑応答や討論内容を取りまとめ、以下に掲載しました。ご覧いただき、皆様のお役に立

つことがあれば幸甚に存じます。 

 

日日  時時：：2024 年（令和６年）12 月 2 日 13:00～17:00 

場場  所所：：東京都千代田区 都道府県会館４階会議室（会場およびリモート会議で実施） 

講講  師師：：  

 愛知県農業総合試験場作物研究部作物研究室主任研究員        森崎耕平 氏 

農研機構東北農業研究センター ICT 活用技術グループ長                冠 秀昭 氏 

 農研機構九州沖縄農業研究センタースマート水田輪作グループ長補佐  中野恵子 氏 

参参加加者者：：農林水産省３名、農研機構６名、会員企業・団体等 35 名、生産者等 16 名 

    水稲直播研究会７名  計 67 名 

 

来来賓賓挨挨拶拶：：農林水産省農産局穀物課 佐々木敏晃 稲生産班課長補佐 

 本日ご出席の皆様方に、日頃の農政へのご理解とご協力に感謝いたします。また、この講

演会を主催された水稲直播研究会には、水稲直播栽培全般について栽培の確立と活動推進

を進めてこられたことに敬意を表します。 

我が国の農林水産業を取り巻く社会情勢や環境は大きく変化しています。ロシアのウク

ライナ侵攻による小麦や飼料・資材等の高騰等で生産現場は大きな影響を受けており、その

一方で、温暖化など気候変動や環境問題等もあり、農業生産を巡る情勢は厳しくなってきて

います。農水省は先般「食料・農業・農村基本法」の改定を行い、これらの状況に対処して

いるところです。食料安全保障の見地から米、麦類、大豆の安定生産を図ることが最重要課

題で、とりわけ米に関しては生産コストの低減を図ることが求められています。これに寄与

すべく水稲直播研究会の発展とより一層の活躍を期待します。 
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11．．講講演演会会（（進進行行：：椛椛木木委委員員））  

（（解解題題））「「今今、、ななぜぜ乾乾田田直直播播にに着着目目すするるののかか」」    

水水稲稲直直播播研研究究会会長長  松松村村  修修  

 近代から現代までの日本における水稲直播栽培の技術と普及の変遷を概観する。 

明治期に北海道の移植稲作は石狩平野まで北上したが、水苗代の播種適期は短く、苗腐敗

苗の発生もあり不安定だった。一方で開拓地の一戸当たり水田面積は広く、田植労力が不足

していた。そこで、道庁主導で湛水直播が試みられ好成績を得て普及に移された。当初は条

播や点播で取り組まれ、倒伏軽減と手取除草の上では点播が良いのだが手作業での点播は

非効率だった。その後、たこ足点播器の考案と同器での播種に適した無芒品種「坊主」、さ

らには内地で開発された人力除草機（田打車）の普及もあり、昭和 11 年には全道水稲作 18

万 ha の 82%（約 15 万 ha）に湛水直播が普及した。この面積が現在に至るまでの日本の水稲

直播栽培の最大面積である。 

昭和期になり、戦中～戦後の食糧増産時代には労働力不足のため主に乾田直播栽培が行

われたが、作業機器の性能が不十分で出芽苗立ちが安定せず、除草剤も当時は無く生育・収

量は不安定だった。やがて戦地・占領地からの復員・引揚が進み農村労働力が充足するにつ

れ直播栽培への関心は薄れた。一方で、戦後の保護育苗技術の普及で北海道の湛水直播面積

は急減した。 

 これ以降、昭和 40 年代の高度成長期末までの直播普及は、岡山県、佐賀県を中心とした

乾田直播で進んだ。岡山県では児島湾干拓地を中心に昭和 49 年ピーク時には乾田直播面積

が 22,262ha に達し、佐賀県では有明海沿岸干拓地で約 2,800ha に達した。両県での乾田直

播普及は３つの要因が考えられる。第１は「労働力不足」であり、高度成長期の農村労働力

の他産業流出の中、経営面積の大きい干拓地稲作の省力技術として乾田直播が求められた。

両県とも二毛作地で、麦から稲への切替え時の労力需要ひっ迫も見逃せない。第２は普及地

が「水不足地」の干拓地だったことである。干拓地は水利権が弱く通水順は遅い。二毛作の

場合、それでなくても稲作付けは遅く、通水が遅れれば遅れるだけ稲の生育期間は短縮し減

収しやすい。入水を待たず播種する乾田直播はその点で都合が良い。第３の要因は「除草剤

の普及」であり、播種後土壌処理剤（ベンチオカーブ乳剤など）、乾田期間中茎葉処理剤（プ

ロパニル乳剤など）、入水後土壌処理剤（ベンチオカーブ・シメトリン粒剤）の普及が進み、

雑草防除が飛躍的に進んだ。 

近代から現代までの稲作において、直播が求められる時、その背景には必ず労働力不足が

あった。戦後最高の全国直播栽培面積は 1974 年（昭和 49 年）に記録した 5 万 5 千 ha で、

うち半分弱を岡山・佐賀両県の乾田直播が占め、全国の方式別では乾田直播が 94％、湛水

直播が 6％と大半は乾田直播であった。しかし、これ以降、田植機と箱苗育苗システムによ

る省力的な機械移植技術が急速に普及し、直播面積は急減した。 

 その状況下で、1970 年代後半に過酸化石灰による出芽苗立ち促進をコア技術とする湛水

土壌中直播栽培（カルパー直播）の技術革新が起こり、普及が進むにつれ湛水直播の面積が

拡大し、平成 12 年（2000 年）以降は面積で乾田直播を上回るようになった。平成に入って

以降は鉄コーティング直播やべんモリ直播などの湛水直播技術も開発され、直播栽培全体

の普及拡大が続いた。平成 30 年（2018 年）以降は高密度苗移植栽培（密苗移植）の開発と
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普及の影響を受け、直播栽培の面積は若干減少し、やや足踏み状態となっている。一方で一

時期岡山県等を除き全国で減った乾田直播は、その後に愛知でＶ溝直播、東北でプラウ耕鎮

圧直播等が開発され面積が拡大し、現在では湛水直播と乾田直播の面積割合は１対１に迫

りつつある。 

 以上、直播栽培の歴史的変遷を概観したが、乾田・湛水の両直播方式、および移植方式そ

れぞれでの技術開発が進み、様々な地域や営農に適用され、そして互いに改良と普及を競い

合うことで、水稲作全体の生産性向上に寄与してきたことが理解できる。省みるに、今伸び

つつある乾田直播の技術内容と課題を整理・把握し、他の直播技術や移植技術とも比較して

今後に活かすことが急務と考える。本日は乾田直播の課題である「漏水対策」、「雑草対策」、

「多雨多湿な気候対応」、「水田輪作対応」等について議論が深まることを期待する。 

 

講講演演１１  「「ププララウウ耕耕鎮鎮圧圧体体系系乾乾田田直直播播のの技技術術的的特特徴徴とと適適用用可可能能なな土土壌壌条条件件」」    

農農研研機機構構東東北北農農業業研研究究セセンンタターー  冠冠  秀秀昭昭  IICCTT 活活用用技技術術ググルルーーププ長長 

プラウ耕鎮圧体系乾田直播の普及面積は東北内(R5)では、太平洋側が多く、宮城 2,530ha、

青森 620ha、岩手 200ha、秋田 30ha、山形 80ha、福島 240ha となっている。 

本技術は、畑作用の大型機械を汎用的に利用する大規模経営向けの高速作業体系であり、

プラウによる深耕＋ローラによる鎮圧（ケンブリッジローラ）＋多用途の播種機での播種

（グレーンドリル）を行う。プラウ耕での深耕で無耕盤化するが、播種前の均平や鎮圧と播

種後にも鎮圧を行うことで漏水を抑え、かつ代かきが実施されないため移植栽培後に比べ

て排水性も向上するので、畑作物との輪作に向く水稲栽培法である。とくに播種後の鎮圧に

より種子と土壌が密着して出芽率が向上するとともに、縦浸透が抑制されて漏水防止によ

る肥料の流亡の低減と除草剤効果の発現が実現される。 
乾田直播の適用条件としては、よく乾いて、かつよく水がたまる圃場であるが、そのよう

な都合のよい圃場はまれで、通常は排水不良またはざる田が多い。土壌構造から見た乾田直

播の適用性としては、止水層があり、「底（不透水層）あり」の場合は漏水より排水対策が、

「底（不透水層）なし」の場合は漏水対策が重要となり、代かきにより調節可能な湛水直播

や移植の場合と比べて乾直の場合は排水対策、漏水対策の方法が異なってくる。 
農研機構から出されている土壌図（日本土壌インベントリー）によれば乾田直播の導入が

容易な土壌は細粒グライ土であるが、東北地方では約 40%の水田で可能とされている。東

北各県の水田を①無鎮圧での乾田直播可能地、②鎮圧により乾田直播可能地、③乾田直播困

難地に色分けしたところ、鎮圧手法の導入による乾田直播可能面積の拡大が認められた。従

来は細粒灰色低地土細粒グライ土など一部の土壌であったが、鎮圧手法により他の多くの

土壌で乾直が可能になるものと考える。縦浸透と横浸透のうち、より重要な横浸透の対策と

しては畦塗り、およびその後の処理としてトラクタホイールによる畦畔法際踏圧が効果的

であった。 
宮城県大崎市でのプラウ耕鎮圧体系乾田直播の現地実証事例について紹介する。圃場面

積 2.8ha（水稲あと、大豆あとを合筆）、暗渠有り（底あり水田）で実施、2023 年４月４～

５日にレーザーレベラーによる均平とパワーハローによる砕土を行った。当地域では最近

の大豆収量の伸び悩み、難防除雑草（特にアサガオ類）の多発など、従来の移植水稲と大豆

作による輪作における問題解決のため、移植水稲を乾田直播水稲（品種「つきあかり」）に
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換え、作物残渣やたい肥などの有機物を多く利用できる子実とうもろこし、そして大豆を組

み合わせる輪作体系を設定した。たい肥を多く入れ、播種はグレンドリル（作業幅３ｍ）で

４月６日に行い、同日に播種後の鎮圧をケンブリッジローラで、圃場内明渠掘削をロータリ

式溝掘機で行った。 

除草剤の散布は乾田期に２回、入水後に１回を目安にした。４月 28 日に乾田期 1 回目と

して除草剤マーシェット乳剤（ブタクロール）＋ラウンドアップマックスロード（グリホサ

ートカリウム塩）を施用、乾田期２回目は５月 18 日にクリンチャーバス（シハロホップブ

チル・ベンタゾン）を施用、同じ５月 18 日の入水直前に高低差の異なる圃場を別々に管理

するため撤去した既存の畦畔位置に畦畔を畦塗機で築立した。５月 29 日に入水後の除草剤

としてゲパードジャンボ（ダイムロン・ピラクロニル・ベンゾビシクロン・メタゾスルフロ

ン）を施用した。９月 14 日から収穫を実施し、玄米収量は篩目 1.7mm で 721kg/10a、篩目

1.9mm で 666kg/10a であった。 

プラウ耕鎮圧体系乾田直播の特徴としては、①畑作機械を汎用利用する高速作業体系、

②鎮圧作業による適用地域拡大、③代かきがなされないため圃場・土壌条件に応じた漏水防

止対策が必要、が挙げられる。現地実証試験においては、４月上旬播種、乾田期２回、入水

後１回の雑草防除で慣行移植栽培に劣らない収量性が実証された。 

 

質問：乾田直播の適用条件として「よく乾いて、よく水がたまる圃場」を挙げたが、土性、

例えば重粘土壌では砕土が困難など土性の影響はあるか。 

回答（冠）：重粘土壌でも大型機の機械作業で砕土ができ、鎮圧作業により砕土性の低下を

補える場合もあると判断している。 

 

講講演演２２  「「振振動動ロローーララ式式乾乾田田直直播播技技術術のの特特徴徴とと実実施施ののポポイインントト」」        

農農研研機機構構九九州州沖沖縄縄農農業業研研究究セセンンタターー  中中野野恵恵子子  ススママーートト水水田田輪輪作作ググルルーーププ長長補補佐佐  

冠氏から北海道・東北地域を中心として普及が進んでいる「プラウ耕鎮圧体系乾田直播」

が「NARO 式」技術として紹介された。これから紹介する「振動ローラ式乾田直播技術」は、

同じ農研機構組織として開発したことから「NARO 式」としているが、開発コンセプト、使

用機材・注意点などが「プラウ耕鎮圧体系乾田直播」とは異なるので留意されたい。 

1985 年以降の乾田直播の地域別面積推移を見ると、北海道から東海までの東日本では拡

大しているが、九州地域は面積が少なく横ばいの状況にある。一方で 2009、2019、2023 年

における基幹的農業従事者数を見ると、農業者人口は一貫して減少傾向にあり、九州もその

例外ではない。乾田直播のメリットとしては、省力化・軽労化が図れることがある。なお、

九州地域のトラクタの多くは 30～40PS である。 

乾田直播で指摘される問題点として、乾田期間では圃場の過湿による播種作業の遅れ、出

芽・苗立ち不良、湛水期間では漏水が多い場合の用水量の増大、水田雑草と畑雑草の両雑草

の繁茂、肥料効果の低下があり、九州地域の特徴としてはスクミリンゴガイ生育域である、

トビイロウンカ飛来地域である、一筆面積 50a 以下の圃場が多いことが挙げられる。 

筑紫平野ほか北部九州では麦類との二毛作を実施しているが、麦からイネに切り替わる

時期の作業競合が著しく稲作準備は短期間で行わざるを得ない。そこで、苗づくりが不要な

乾田直播を導入することにより、麦作から水稲作への切替え期間が短いことに対応できる。
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麦作での排水対策は播種に有効だが湛水には不利であるため、効率の良い漏水対策を組み

込む必要がある。 

スクミリンゴガイの食害は、近年、移植でも問題になることがあるが、イネ４葉期以降で

は発生しにくい。乾田直播では入水時期をこれ以降とすることでほぼ回避できる。雑草防除

については、漏水しなければ湛水期間は移植の技術を活用できることになる。九州で乾田直

播の導入ハードルを下げるには、①入水後の湛水担保、②乾田期間の雑草対策、③苗箱での

病害虫対策に代わる対策が必要になる。そこで乾田直播技術開発の目標を、①麦作との二毛

作体系において実施できること、②九州地域の圃場サイズ、機械サイズにあった作業にする

こと、③麦作時に従来以上の排水対策が必要となるような漏水対策にはしないこと、とした。 

作業工程としては、麦収穫―耕うん・播種―鎮圧―乾田期間用の除草剤散布を行い、入

水後の管理は移植と同様に行うことにした。この場合、鎮圧の目的は漏水対策であるが、播

種後の土を大きく移動させずに水の抜け道を潰すという考え方である。振動ローラ式乾田

直播で使うトラクタ以外の機械としては、①播種機（麦・大豆用でも可）、②振動ローラ（漏

水防止用、保有のトラクタサイズに合わせて選択可）、③ブームスプレーヤ（乾田期の雑草

防除用）となるが、①と③は米麦生産者であれば保有している。 

種子は乾籾で良く、播種機は麦・大豆兼用で良い。二毛作（５月下旬～６月上旬播種）の

場合の播種量は 3kg/10a 程度である。前起こし後の降雨による作業遅延回避のために、表層

散播機や部分浅耕播種技術（条播）による１工程播種を実施した例もある。トビイロウンカ

対策に関しては、2024 年に種子塗抹剤が直播で登録されたことから、移植栽培での育苗箱

施用剤に相当する生育初期の虫害対策が可能となった。現場導入は本年度からであり、この

種子塗抹剤の効果が現場で十分に発揮されるか注視していくとともに、虫害防除に効果的

な栽培管理などの事例を積み上げていくことが重要である。また、生育後期のトビイロウン

カの発生を防ぐためには、これまでどおり、本田防除剤による追加防除を実施していくこと

が必要である。 

鎮圧に用いる振動ローラは川辺農研産業株式会社製で、振動によりローラ自重以上のイ

ンパクトを与えることができ、漏水抑制層の形成を効率よく実施できる。使用時には、振動

ローラの取扱説明書にあるように PTO 回転域 750-1400rpm を守り（漏水防止のためには 

1000rpm 以上を推奨）、ローラを地面から上げるとき（旋回時など）には必ず PTO を切って

振動を止める。ローラ幅については 120、150、180cm の３タイプあり、それぞれに適応した

トラクタサイズがある。最近、より大型の機械が注目されているようだ。鎮圧方法は走行速

度 3km/h を上限に１回、ただし隙間は水漏れのもとになるので隙間なく鎮圧する。速度を落

とし、高めの PTO 回転数で実施するほど漏水防止効果は大きい。圃場の端は踏み残しになり

やすいのでトラクタのタイヤで踏む。鎮圧後の表面はひび割れて見えることもあるが、その

下は締っている。振動ローラの選び方については前輪と後輪のタイヤ内側の幅とトラクタ

サイズが関連している。鎮圧時の土壌水分が漏水防止の成否の決め手になるので、鎮圧の直

前に最も乾きやすい地表際の土を握って適正水分（手を開いたときに握った土の形状が残

る）かどうかを確認する。 

漏水防止効果実証事例として 2014、2015 年に行った結果では、壌土の場合、麦収穫時の

耕盤の透水性は大（減水深 100mm/日以上）、または甚大（同 1000mm/日以上）であったが、

適正な土壌水分時に鎮圧することにより 13～20mm/日となることが認められた。現在までに
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軽埴土、埴壌土でも効果を確認している。ちなみに前作の麦わらを鋤き込んだ状態で実施し

ている。2021 年度の成果情報では、実証事例として幅 180cm のローラを用いると、設定速

度 3～3.5km/h で鎮圧を行った場合、作業時間が 13.2～29.1 分/10a で減水深は 18～23mm/

日となっている。実際の鎮圧作業としては耕うん直後は作土全体が程よく混和されて適正

水分になりやすいことから、播種との組み作業（播種後あまり間を置かない鎮圧作業）を推

奨している。 

雑草対策としては乾田期間に土壌処理剤と茎葉処理剤施用の２回処理、湛水期間には入

水後処理剤 1 回の合計３回処理を基本としている。乾田期間の雑草を確実に防除すること

が乾直成功のカギになる。スクミリンゴガイが生育する水田では４葉期まで乾田期間とす

る。播種後土壌処理の工夫としては、ノビエ発生始期～1 葉期（だいたい播種 3～7 日後）

にサターンバアロ乳剤（プロメトリン・ベンチオカーブ乳剤）とトレファノサイド乳剤（ト

リフルラリン乳剤）を混用処理することで、除草効果を安定することができる。茎葉処理剤

の散布は残草状態を見て判断する。 

振動ローラ式乾田直播のポイントとしては、①各作業実施のタイミングが大事（鎮圧、

雑草防除、病害虫防除）、②資材（肥料、農薬）は直播用であることを確認、③普通の水田

で試行する（「余り圃場」や「移植で不具合があるような圃場」は選ばない）、④代かきと鎮

圧の効果は同じではない（凹凸が激しい圃場は均平の必要があり、場合によってはレベラで

均す）。⑤鎮圧は下層に抜ける漏水の対策であるので、畦塗りなど横漏れ対策は必要である、

等が挙げられる。 

これからの課題としては、①収量については、これまでのところ概ね移植と同等であるが、

高い事例も低い事例もある。更なる技術開発により移植と同等の安定化は可能である。② 

栽培技術としての安定化のために、施肥、品種、土壌・圃場の立地条件など多様な取り組み

事例の共有が重要である。生産者、農業者団体、試験研究機関、行政、民間企業の情報交換

の場として「九州乾田直播研究会」を発足（2024.1）させた。③栽培以外の側面で評価する

取り組みが進行している。例えば代かきが省かれるため、労働力不足を補いながら実行可能

な水質負荷軽減技術としての評価など。④スマート農業技術の活用について検討する。例え

ば振動ローラ鎮圧の「隙間のない作業」、「旋回時の PTO 回転の ON/OFF」は人間には面倒あ

るいは煩雑な作業だが、ロボットの得意作業でありスマート化に向く、など。 

 

質問：振動ローラの振動の具体的な作動と機能はどのようであるか。 

回答（中野）：ローラの縦（上下）振動により土を強く締め固めている。 

質問：鎮圧の効果に鋤き込まれた前作麦稈量は影響するか。 

回答（中野）：あまり影響ないと考えているが、大きな塊状のものが発生した場合は、分散

させている。 

 

講講演演３３「「不不耕耕起起ＶＶ溝溝直直播播栽栽培培技技術術のの特特徴徴とと新新たたなな課課題題へへのの対対応応」」  

      愛愛知知県県農農業業総総合合試試験験場場作作物物研研究究部部作作物物研研究究室室  森森崎崎耕耕平平  主主任任研研究究員員  

本技術が開発されたのは今から 30 年ほど前で、説明資料の多くは先輩方が作成したもの

になるが、新たな課題に対応する技術情報については私からきちんと報告させていただく。 

Ｖ溝直播の標準的な作業体系例だが、愛知県は稲・麦・大豆の輪作が普及しており、西三
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河地域では大豆の収穫は 11 月頃で、12 月～1月中旬に大豆の調整作業が終わり、１月下旬

～2 月の農閑期で整地と排水溝設置を行い、３月中下旬に水稲播種、４月中旬から５月下旬

にかけて３回の除草剤処理を行うような体系が多い。冬季の整地としては 2 種類あり、冬季

代かき整地または耕起鎮圧整地を行う。 

冬季代かき整地は、元々安城辺りで行われていた作業で、転作した圃場を冬季に代かき整

地で均平にした後に水稲作農家に返すという習慣があった。その整地後にＶ溝直播するこ

とを農家から提案された開発者の濱田氏がⅤ溝直播技術に採り入れ、発展させた。冬季代か

き整地では大豆調整後などの冬季農閑期に作業し圃場の均平を行う。代かき後は自然落水

し、その後ほぼ圃場が固まりかけた頃に田植え機を改造した乗用管理機で排水溝をつくる。 

耕起鎮圧整地作業で、今主流となっているのは、①ロータリによる耕起、バーチカルハロ

ーでの砕土、ケンブリッジローラでの鎮圧、または②ロータリによる耕起、レーザーレベラ

による整地・鎮圧を行う方法である。 

冬季の整地方法としては 2011 年現在で約 1,800ha が実施され、その内訳は代かき整地と

鎮圧整地がほぼ１対１の割合であった。現在では６対４あるいは７対３の割合で鎮圧整地

の方が多くなっている。その理由としては、冬季に用水が来る地域は限定されること、その

地域以外で鎮圧整地の技術が広がったこと、冬季代かきが可能な地域でも鎮圧整地が広が

ってきたことなどがあげられる。 

次に施肥・播種作業についてであるが、播種は専用のＶ溝播種機を用いる。覆土用に付い

ているチェーンは、溝を完全に埋める様な覆土はできないが土くれなどを気持ち程度に播

種溝に落とすことはできる。深さ５ｃｍ、開口部２ｃｍのＶ溝に専用肥料と乾籾を同時播種

する。条施用する専用肥料は「乾田直播くん」という名称で、即効性肥料なし（芽が焼ける

ので）のＬＰコート配合（N41%, PK なし）である。高速（時速５～６km）で播種できるのを

特徴としている。これは播種時に耕起・砕土しないためであり、作業可能面積は 4～7ha/日

で移植の２ha/日より多くなる。鳥害がなく、出芽が斉一になる。これは播種深度が５cm と

深く、深さが一定なので鳥がくちばしで種子をつまみだせないからである。条間は 20cm と

狭く、穂数が確保しやすいことが特徴である。播種深さが深く、加えて稲株が硬いＶ溝で挟

まれることから倒伏に強く、コシヒカリでも直播で安定生産が可能である。 

雑草防除については、播種後に除草剤を３回散布する。１回目は出芽前の４月中旬にラウ

ンドアップ（グリホサートカリウム塩）、２回目は入水前の５月上旬にクリンチャーバスＭ

Ｅ（シハロホップブチル・ベンタゾン），３回目は入水後の５月下旬に一発剤を施用する。

入水後に一発剤を散布し収穫まで湛水を続け、中干しは不要である。 

私は愛知県職員になる前、茨城県にいたが、そこでは漏水が問題になっていた。しかし愛

知県では漏水はあまり問題にはされない。関東地方は火山灰土壌が多いが、愛知県は粘土質

土壌が多いのがその原因と思われる。 

経営的評価として、Ｖ溝直播導入のメリットはまず収穫時期の分散ができることがあげ

られる。極早生（コシヒカリ）、早生、中生品種のそれぞれにおいて移植栽培と直播栽培で

収穫時期が 1週間程度ずれるため、８月中旬から１０月中旬までの水稲収穫が可能になる。

収量と品質は移植栽培と同等かそれ以上になり、これは条間 20cm の効果と考えられる。調

査圃場における 60kg 当たり生産コストは移植対比で９％減少（直播 8369 円、移植 9157 円）

となる。これは資材費と労賃の低減によるものである。10a 当たり作業時間は移植対比 38%
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減少（直播 5.1 時間、移植 8.3 時間）になる。育苗に関わる時間の削減効果が大きいことを

示している。 

Ｖ溝直播の普及状況については、愛知県を含め 20 府県に拡大している。愛知県での普及

面積は 4,098ha(2024)に達しており、愛知以外の 20 府県では 1,760ha に達している。一部

には北海道に上陸したという情報もある。 

新たな課題への対応として、①作業や防除適期の変動、および②除草剤抵抗性雑草への

対応が必要になってきている。作業や防除適期の変動については、①以前はいつ播種しても

４月 20 日まではイネが出芽することはほぼなかったが、温暖化の影響か、出芽時期が早ま

っている。雑草の発生時期も変化し、除草剤散布のタイミングが難しくなってきた。②一方

で新規に直播へ取り組む生産者への支援（作業計画）が必要になってきている。③新たにイ

ネカメムシの防除が必要となっており、従来とは異なる時期の防除が必要である。この対策

として生育予測技術の開発を行っている。①イネ出芽早限、②イネ葉令、③ヒエ葉令、④イ

ネ出穂期（カメムシ防除）、⑤イネ成熟期（収穫時期）等の予測である。これらを１キロメ

ッシュ気象と組み合わせてシステム化した（2020 年）。予測式とメッシュ気象（毎日更新）

を組み込み、スマホ等でログインして圃場をタップするだけで、播種日ごとに最新の予測結

果が表示される「栽培管理支援ツール」を作成した（ＪＡあいち経済連、名古屋大学との共

同研究で実施）。このツールは県内の普及指導員や営農指導員に活用されている。 

除草剤抵抗性雑草としてグリホサート抵抗性ネズミムギ（牧草名はイタリアン・ライグ

ラス）が発生している。水田畦畔から圃場内に侵入・蔓延しており、イネの出芽数が減少・

生育も阻害され収量が減少している。ネズミムギの発生時期と防除時期については、発生は

整地前の１０月～１月と整地後の２月～４月の２回あるので、①整地前の防除と②整地後

（播種前）の２回の防除が必要となる。防除法としては整地前にはクロレート粒剤（塩素酸

ナトリウム）またはザクサ液剤（グルホシネート P ナトリウム塩）、整地後（播種前）はプ

リグロックス L（ジクワット・パラコート）が有効である（農水省委託プロジェクト「直播

栽培拡大のための雑草イネ等難防除雑草の省力的防除技術の開発」で実施）。 

もう一つの除草剤抵抗性雑草の問題としてシハロホップブチル抵抗性ノビエの発生があ

り、イネの生育不良による減収が認められている。直播栽培圃場から採取した５葉期のヒエ

への処理では、クリンチャーEW（シハロホップブチル）およびトドメ MF 乳剤（メタミホッ

プ）では残草が認められたが、ワイドアタック（ペノキススラム）およびノミニ―液剤（ビ

スピリバックナトリウム塩）では残草が認められなかった。このことからワイドアタック、

ノミニ―液剤はシハロホップブチル抵抗性ノビエに効果があるので、クリンチャーの代替

えと成りえる。シハロホップブチル抵抗性ノビエの発生は愛知県のほぼ全域で確認されて

いる。この他、ダイズのイネ科雑草対象の茎葉処理除草剤の抵抗性を併せ持つノビエも確認

されている。 

まとめとして、Ｖ溝直播の特徴としては、①播種速度が速い、②鳥害、倒伏に強い、③移

植以上の収量（条間 20cm、専用肥料）、④収穫期の分散、⑤労力、コスト低減が挙げられる。

新たな課題への対応としては、①温暖化等による作業時期の変動（予測技術とそのシステム

化（栽培管理支援ツール））、②除草剤抵抗性雑草の発生（防除技術の開発）が挙げられる。 

 

質問：除草剤抵抗性雑草について植調関係者からのコメントをお願いする。 
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コメント（渡邊）：除草剤抵抗性雑草については研究機関の関与が必要と考える。また茎葉

処理剤だけに頼るのでなく土壌処理剤を活用することも重要である。 

回答（森崎）：Ｖ溝直播は播種溝に厚く覆土しないので土壌処理剤の場合、出芽障害が起こ

ることがあるので注意が必要。 

質問：ネズミムギの発生は代かきした所でも起こるか。 

回答（森崎）：代かきした所でも発生する。 

質問：播種を３月に行う理由、施肥はＮだけでＰＫは必要ないか。 

回答（森崎）：４月に始まる移植と競合しないための検討や現場での実施で確認されている。

長年Ⅴ溝直播を実施している圃場でもＰＫ不足の事例はなかった。 

 

２２．．総総合合討討論論（（座座長長：：中中山山委委員員））  

・・技技術術、、技技術術体体系系全全般般ににつついいてて  

質問：プラウ耕鎮圧直播で水稲跡と大豆跡を合筆した理由は何か。 

回答（冠）：播種作業など機械作業の効率化のためである。 

質問：圃場内の高低差に応じて畦つくりを行った理由は何か。 

回答（冠）：通常の合筆では圃場一筆の高さを同一とするため、土の切り盛りを行うが、面

積が大きい場合は労力と時間を要する。旧筆の高低差が 10cm 程度で大きくない場合

は、入水直前に畦畔を築立することで、合筆の切り盛り作業を省略し、圃場一筆を大

きく効率的に使用できるようになる。これはアメリカの乾田直播栽培で行われている

方法である。 

質問：Ｖ溝直播で、①播種時の水分条件、②溝に水が貯まった時の影響 

回答（森崎）：①播種時は乾いた方がよい、田面を締めすぎて溝が切れない時は雨で田面が

柔らかくなってから播くこともある。逆に土がフカフカで鎮圧が十分でない時は高速

で播種し PTO 回転は遅めにする（覆土チェーンは使わない）。②Ｖ溝に水が入っても

種子が浮いたり流れたりすることはあまりない。 

質問：プラウ耕直播とＶ溝直播に用いるトラクタの大きさはどの程度か。 

回答（冠）：紹介したのは 100PS 以上であったが、30a 区画で 50PS を使う例もある。必ずし

も大型トラクタ、プラウ耕にこだわっていない。 

回答（森崎）：Ｖ直では 50PS から 100PS を用いることもある。 

質問：振動ローラ直播において散播と条播の違いはどうであるか。 

回答（中野）：当初は当所で開発された耕うんと播種を 1工程で実施できる表層散播機を紹

介していたが現在は条播の方が多い。 

質問：プラウ耕について、チゼル耕と反転耕をどのように使い分けているか。 

回答（冠）：残渣を埋める場合は反転耕、作業を早くしたい時はチゼル耕としている。 

質問：愛知県以外のＶ溝直播の普及にはどう対応しているのか。 

回答（森崎）：普及府県等からの電話での相談に応じている。 

コメント（松村）：実施地を見た経験から、北陸や青森県などの多雪地にⅤ溝直播が普及し

たのは、降雪前や消雪後の圃場は水分が多く代かきが容易なこと、降雪前に代かき

した場合、田面が積雪重で平らに締まり、消雪後の作業が容易などがあると思う。 
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・・漏漏水水対対策策ににつついいてて  

質問：漏水防止についての考え方を伺いたい。 

回答（森崎）：鎮圧整地をするタイミングは湿った状態よりは乾いた方が良いが、フカフカ

な土だとある程度湿っている方が締まりがよい。 

回答（中野）：九州二毛作地帯は漏水が多く乾きやすいので水分に注意が必要である。 

回答（冠）：黒ボクでは鎮圧時の土壌水分が極めて重要だが、粘土分があれば水分は黒ボク

ほど問題ではない。 

質問：水田輪作は、九州では２毛作、愛知方式は２年３作、東北ではどうか。 

回答（冠）：麦を入れた２年３作も可能だが、紹介した現地では１年 1 作を対象にしている。 

・・今今後後のの普普及及ににつついいてて、、そそのの他他  

質問：今後の面積拡大の見込みについてはどうか。 

回答（森崎）：愛知県内では入るべき所には入った。今後の拡大は農地集積の動向によると

考えている。 

回答（中野）：佐賀、福岡、大分で拡大している。九州以外からも問い合わせがある。 

質問：収量・品質についてのコメントをお願いする。 

回答（冠）：移植と変わらない。追肥等適切な管理を行うことが重要である。 

回答（中野）：移植と比べて遜色はないとみているが、安定した収量確保には、経験、気象

条件、技術等の情報共有が必要である。 

回答（森崎）：移植より収量・品質ともによい。作期拡大時に一部が高温に遭遇して低下す

ることもあるが、リスク分散ととらえることもできる。 

質問：講演者から水稲直播研究会会員に要望することがあるか。 

回答（森崎）：ネズミムギ防除等に対応した除草剤の適用期間拡大と使用回数増加をお願い

したい。 

回答（冠）：輪作全体で雑草を減らしたいので、全体の防除体系を提案頂きたい。 

回答（中野）：振動ローラを含む資機材開発、肥料等直播用のものを作って頂きたい。 

 

33．．閉閉会会挨挨拶拶  

  本日は、講師の皆さんからの関連業界への要望を含めて、参加者の皆さんからたくさんの

ご意見、ご要望など出して頂き大変良かったと思う。また名刺交換も活発にしていただいた。

今後ともこのような技術学習の場、情報交換の場を設けていきたいと思うので引き続きよ

ろしくお願いします。リモートで参加の皆様には聞き取りにくい所も多々あったと思いま

すが、お詫びして今後改善に努めます。  
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水稲湛水土壌中直播栽培における有効茎数決定期前後の
深水管理と生育反応について

―「淡雪こまち」直播農家ほ場での現地実態調査―

水稲直播研究会　下坪訓次・椛木信幸

　はじめに

　鹿角地域は、秋田県の北東に位置し、水田は米代川と中小河川流域に分布し、標高

100m～300m を超える範囲に分布している。年平均気温は 10℃を下回り、夏季の冷涼な気

象条件を活かし複合作物の産地化が進んでいる。

　当地域での直播栽培への取り組みは、平成６年から試験的に行われ、平成 15 年には低

アミロース米の「半糯 80 号（淡雪こまち）」を用いた試作も行われた。早生品種であり、

収量、品質、食味とも良好であったため、平成 17 年には「かづの淡雪こまち直播研究会」

が設立され、平成 21 年には会員数が 50 名となり、作付け面積も 30.6ha と急増した。そ

れまで個別で対応していたカルパーコーティング作業を JA 育苗センターが一括して担い、

播種計画に基づいて、関係者に配布する体制が採られている（斉藤・松橋　2009）。

　併せて、出芽・苗立ちの安定化、収量・品質向上のため、10 地点に定点調査ほ場が設

けられ、有効に活用されている。作付け面積の拡大する中で、目標の苗立ち数、その後の

茎数等の確保される事例が多くなる一方で、茎数過多による有効茎歩合の低下、生育後期

の凋落についても指摘される状況となっている (青羽・木村　2016）。

　2019 年６月６日に開催された鹿角地域振興局主催の現地検討会では、巡回視察対象の

ほ場の苗立ち・生育状況は極めて良好であり、ほ場によっては高位・高次分げつの多発に

よる有効茎歩合の低下、生育後期の凋落等の懸念される状況であった。このため、現地で「有

効茎数決定期前後の深水管理の効用」について改めて概説させていただいた。巡回に先立っ

て立ち寄った鹿角市十和田錦木地区の田口元氏のほ場も同様の生育であった。後日、深水

管理の試行について問い合わせがあり、深水処理の時期、期間、水深等についてコメント

させていただいた。「深水管理」について試行するなら、慣行管理ほ場とも併せて、年に

３回程度の調査させて欲しい旨をお伝えし、深水処理期間中の水深調査、全刈り収量の調

査などをお願いした。４ヶ年にわたる調査結果を取り纏めたのでここに報告する。

　材料および方法

１．調査ほ場の耕種概要

　４ケ年の耕種概要を表１に示した。播種は４ヶ年ともＹ社製の６条の多目的田植機で点

播した。現地では初期水管理を重視しており、播種後の落水、出芽後の入水および初発分

げつ促進のための４葉期の一時落水を実施している。表記以外では、10a 当たりの播種量

は、各年とも４kg を目標にしていたが、2021 年には播種機の繰り出し部のトラブルで、

一部の条で播種粒数が少なく、播種量は４kg を下回ったとみなされる。施肥は、４ヶ年
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とも「ヤンマ－すこやか一発肥料」が基肥として、地域の施用基準通りに施用されている。

　播種時期、播種後の落水管理、深水処理期間、使用除草等については表１の通りである。

２．深水処理前の生育状況の調査

　慣行区および深水区ほ場は、畦畔を挟み隣接するほ場で、ほ場面積は慣行区が 34a、深

水区が 41a である。 

　調査株の抜き取りは、ほ場の中央部（長辺方向）で、畦畔から 10～15 条目の箇所で行っ

た。生育中庸な株について、個体毎に分解し、分げつ発生を確認しながら草丈、葉数、茎

数を調査し、併せて葉位別に葉鞘長（LS）、葉身長（LB）の測定を行った。葉数については、

主茎、分げつとも不完全葉を除く第１本葉を第１葉として表示した。

　稲の生育調査と試料採取は、鹿角地域振興局の現地検討会等に併せて実施しため、深

水処理開始までの日数は年次によって異なり、2019 年は６月５日（深水処理 14 日前）、

2020 年は６月 19 日（同３日前）、2021 年は６月 19 日（同３日前）、2022 年は６月 15 日（同

８日前）であった。   

３．深水処理後（最高分げつ期前後）の生育状況の調査

　１）深水処理終了後、10 日前後経過した時点（最高分げつ期前後）に、調査株の抜き

取りを行い、１株個体（苗）数が３～５本の株を選び出した。各個体については、写真１

に示したように分解し、分げつの発生部位により節位・次位別に区分した。それぞれの分

げつについては草丈、葉数を測定し、併せて葉位別の葉鞘長、葉身長についても測定した。

　分げつの表記については、不完全葉を除くＮ葉節から発生した分げつをＮ号とし、１次

分げつは下位から１号、２号，３号、・・・とした。２次分げつについては、１次分げつ

１号から発生した分げつを、下位から 1-1、1-2、・・とし、以下２号、３号についても同

様に表記した (三浦恒子ら 2009）。 

　２）調査時点では、有効茎、無効茎の確認ができなかったので各個体の主茎の草丈に対

し、分げつの草丈（最長葉長）が 2/3 以上の分げつを「強勢分げつ」とし、全茎数に対す

る割合を”強勢分げつ割合”として表記した。
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　星川（1975）によると、有効分げつと無効分げつの見分け方として、草丈率、出葉速度、

分げつの出た時期、青葉数、発根等が指標になるとしているが、本調査においては、深水

処理終了時から調査株採取までの日数が年次によって異なったこと、さらに同一株の追跡

調査ができなかったこと等を考慮し、“草丈率”を指標として分げつ茎の強弱を評価する

こととした。

　３）2020 年の調査株については、主茎、１次分げつの最上位展開葉の中央部で葉幅の

調査も行った。

４．登熟後期～収穫直前の調査

　１）収穫直前における生育解析用として、2019 年、2020 年には９月 30 日に、2021 年

には 10 月５日、2022 年には９月 29 日に抜き取りした。さらに 2019 年と 2020 年には各々

８月 21 日、９月１日には補完用調査株の抜き取りも行った。

　２）抜き取り株については、個体に分解し、さらに分げつに分解し、節間長 (IN)、葉

鞘長 (LS)、葉身長 (LB) を測定し、上位（止葉節）からⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴとローマ数

字で表記した。併せて穂長も測定した。稈長は節間長の合算値で表示した。

　３）籾数の調査は、各枝梗に着生する籾を最上位枝梗から枝梗毎に調査し、穂相解析の

参考にするとともに、その合算値を１穂籾数とし、分げつの節・次位ごとに集計した。

　４）収量構成要素の調査は、2020 年～2022 年の３ヶ年に行った。上記１）の調査株採

取箇所の近傍で６～10 株を刈り取り、風乾後、脱粒し、平均１穂籾数、登熟歩合（1.06

比重選）、千粒重を調査した。なお、2019 年の穂数は、生育解析用に採取した調査結果か

らの転用である。ｍ2 当たり穂数は、全刈り収量の値を１穂籾数、登熟歩合、千粒重で除

した値を転用した（新井ら 2014）。

　５）収量は、４ヶ年ともコンバイン収穫した後、乾燥、籾摺し、1.9mm の選別機で精選

した全刈り収量（実収）である。

写真１． 抜き取り株の分解調査
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　調査結果および考察

１．深水処理前の生育状況

　出芽・苗立ちは、慣行区および深水区（予定）の両ほ場とも 2019、2020 年および 2022

年の３ヶ年では良好であったが、2021 年には播種機のトラブルにより苗立数の少ない条

もあった。このため 2021 年の調査株は、前２年と同程度に出芽・苗立ちした条から抜き

取りした。

思われる。年次間差をみると、

2019 年は他の年に比べ、第２

葉鞘長が長めで、落水出芽後の

湛水深が深めであったと類推さ

れる。この影響で第３、第４葉

鞘長も長めで、2020 年以降の

３ヶ年に比べ若干徒長気味の生

育であると言える。出芽後の湛

水深が深く、２葉、３葉の葉鞘

長が４葉の葉鞘長と大差ない生

育状況（徒長気味の生育）とな 写真２．深水処理開始３日前の生育状態
（2020.6.19)

写真２． 深水処理開始３日前の生育状態 （2020.6.19）

　表２には、慣行区および深

水区（予定）における草丈、

葉数、茎数を示した。調査株

の抜き取り月日は年次によっ

て異なっているため、年次間

の比較は難しいが、同一年次

内における両区での草丈、葉

数、茎数はほぼ同等で、ほ場

間の生育差は小さかったとみ

なされる。

　写真２は、2020 年における深水処理開始３日前のほ場全景と調査株の抜き取り箇所で

の拡大写真である、全景写真からは欠株の少ない生育状況を確認できるが、苗立数 /株の

バラツキはやや大きいとみられる。拡大写真は、株の抜き取り箇所近傍で１株苗立ち数が

５本前後の画像である。末尾の付表は、試行した４ヶ年における播種後 10 日間の鹿角ア

メダスデ－タである。2020 年は、播種後４～７日目の気温が極度に低く、降雨日数が多く、

播種翌日から 10 日間の日平均日照時間が 3.1 時間と少なく、出芽・苗立ち条件としては

厳しい気象年次であった。2021 年は平年並みの温度条件であったが、降水量は多く、日

照時間の少ない年次で、2019 年、2022 年は好天に恵まれた年次であった。

　表３には、各年次における両区の葉位別葉鞘長について示した。同一年次で比較した場

合は、各葉位ともほぼ同等の値で、深水処理前の栽培管理は両ほ場で大差なく行われたと
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ると、１号分げつの出現率の低下することが多くなる。2019 年の場合、徒長気味の生育

であったが、４葉期前後に出現する１号分げつの大半は出現しており、出現率を低下させ

るほどの条件ではなかったとみられる。2019 年の生育状況を踏まえ、2020 年以降はやや

浅めの湛水管理で、健苗的な生育経過を辿ったとみられる。表２には主茎も含め、個体当

たりの茎数として表示しているが、2020～2022 年の３ヶ年は、2019 年のような徒長気味

の生育は認められず、順調な生育であったと見なされる。

　１点播箇所（以下、株と表示）当たりの個体（苗）数は、４～６本の株が多く、各年次

とも１号分げつから出現していることからみて、深水処理開始の６葉展開完了時頃には株

当たりの茎数は 20 本前後に達していたと類推される。

２．深水処理について（有効分げつ決定期頃から 10 日間前後）

　深水処理の開始は（表１）、主茎における第６葉の葉鞘がほぼ抽出した時期を見計らっ

て行われている。処理期間中の水管理は、2019、2020 の両年には調査株の抜き取り箇所

近傍に水深測定用の物差しを立て、慣行区は５cm 前後、深水区は 15cm 前後を目安に行わ

れた。2021 年の深水区および 2022 年の慣行区と深水区で処理期間中の水深を実測した。

図１には、2022 年の水位の状況を示した。慣行区が５～７cm、深水区が 14～15cm の水深

となっている。2021 年の深水区の平均水深は、2022 年に比べて１cm ほど深めで、両年と

も深水開始の翌日から 14～15cm の水深が維持されていた。2019、2020 年もほぼ同様の管

理であったとみなされる。

　深水処理終了後は、慣行区と同様の浅水管理が行われ、中干しは７月５日頃～15 日前

後までの 10 日間程度で、そ

の後は地域の水利慣行に準じ

た管理になっている。　

　見延ら (2011) は、湛水土

壌中直播栽培における中期深

水管理の効果について検討

し、水深を既存畦畔で湛水可

能な 10cm 程度とし、葉齢５

～６葉期から９～10 葉期処
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深
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図１．深水処理期間中における慣行区および深水区の水深

慣行区 深水区
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理までの約 20 日間とした処理を、椛木ら（1991) は、散播直播を対象に水深 10cm 前後で、

６月初旬から４週間の深水処理を行い、生育への影響を検討した。三浦ら（2009）は、主

稈葉数 7.4～8.8 葉期（不完全葉は除く）に、水深を 15cm とし、６月 24 日～７月８日ま

での 11 日間の処理を、瀬尾ら（2007）は水深を 15cm 程度とし、深水管理期間を６月 25

日から７月 15 日までの 20 日間として、大江ら (2002）は、ポット栽培の移植水稲について、

完全展開葉の葉鞘先端部が水面下３cm になるように設定し、処理期間中（16 日間）はそ

の水深が維持されるような条件で検討した。

　本試行では、有効茎数の安定確保を優先し、深水処理の開始時期は３号分げつ発生の確

認できる６葉展開期頃とし、水深は主茎６葉の葉耳部分が水没する 15cm 前後とし、処理

期間を 10 日前後とした。三浦ら（2008）は、深水処理の終了時期について、中干しの開

始との兼ね合いも重要視している。本試行では、短期間での処理効果を期待しつつ、中干

し期間への影響も考慮し、深水処理の水深、開始時期、処理期間を上記のようにした。

３．深水処理後（最高分げつ期前後）における生育状況

　調査株の採取時期は、別

途開催された現地検討会に

併せての対応としたため、

暦日では年次によって１週

間程度の開きがある（表４）

　１）慣行区および深水区における１株平均茎数

　表４は、深水処理終了日から 10 日前後経過した時点での調査株の平均１株茎数である。

各年次とも深水区の茎数が慣行区に比べて少なく、４ヶ年平均で 20％程度の違いがあっ

た。年次別にみると、2020 年、2021 年は多く、2019 年、2022 年は少なかったが、いずれ

も目標茎数は確保されているとみられた。

　秋田県水田総合利用課（2008）では、「あきたこまち」の潤土直播を例に、10a 当たり

の目標収量を 570kg として、時期別の生育目標値を策定し、分げつ盛期（６月 25 日時点）

の目標値として、葉数を 6.5 枚、ｍ2 当たり茎数を 450 本としている。ｍ2 当たりの苗立

ち数をベースに、6.5 葉期までに 450 本の目標茎数を確保しようとすれば、１次分げつの

１号から順次２号、３号と発生をさせることが不可欠の条件になると考えられる。

　本調査では、７月中旬（11～19 日）に採取した株について、個体毎に分げつの発生、

発育状況を調べ、表５にように整理したが、４ヶ年とも１次分げつの１号から２号、３号

と順次に発生しており、有効分げつの早期確保に向けた管理が徹底されていたとみられる。

このことについては、播種後の徹底した落水管理（ほ場の乾きに対応して 10 日間程度）、

さらには４葉期頃の落水管理等、表１の耕種概要からも窺える。
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　表７は、両区における

分げつの発生状況を分げ

つ節位・次位別に整理し

たものである。１～３号

分げつは４葉～６葉展開

完了前後までに発生した

と見られる１次分げつ

　２）慣行区および深水区における強勢分げつ割合

　表５には、2020 年７月 13 日に採取した慣行区および深水区の調査株について、分げつ

節位・次位別の草丈を例示した。強勢分げつと弱勢分げつは、線なし数字と下線数字で識

別し（表５の注２、注３）ている。調査結果については４ヶ年とも同様に整理し、表６に

は両区における強勢分げつ割合を示した。１株茎数の多少に関わらず４ヶ年とも深水区で

高く、４ヶ年平均で 10％程度高くなった。この傾向は、分げつ盛期を中心に検討されて

いる深水処理に関する多くの報告と類似した結果となっており、「淡雪こまち」の場合、

15cm 程度の水深を確保できれば 10 日間前後の処理でも、高位・高次の分げつ発生をかな

り抑えることができ、強勢分げつ割合を高めることができると言える。なお、表５におい

て、弱小分げつと区分して下線数字で示した分げつの葉数は、ほとんど３枚以下で、分げ

つの強弱を草丈、葉数の２要因で評価しても、同様の結果が得られると考えられる。
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で、両区で大差ない発生数となっている。４号分げつと２次分げつの 1-1 分げつは主茎の

７葉展開完了時前後に発生するとみられるが、このステージにおいても両区における分げ

つ数は同等で、処理の差が認めらない。５号、1-2、2-1 分げつは８葉展開完了時頃に発

生するとみられるが、慣行区では最も多い発生数となっている。これに対し、深水区では

明らかに減少し、慣行区の６割に留まっている。９葉目になると、両区とも発生数は減少

し、特に深水区では極端に少なくなる。

　以上の結果から８葉展開完了時前後に発生する５号、1-2、2-1 分げつの発生数をさら

に抑制することにより、強勢分げつ割合の向上が期待されるが、一方で、有効化している

1-2、2-1 分げつももあり、このことについては更なる検討が必要であると考えられる。

　表８には、調査株の節位・次位別分げつの葉数を４ヶ年平均値として示した。同一の節位・

次位で比較した場合、両区における分げつの葉数はほぼ同等で、葉数増加に対する深水処

理の影響は認められなかった。主茎の７葉展開時に発生したとみられる４号および 1-1 の

平均葉数は、慣行区が 3.4 枚、深水区が 3.2 枚で、平均葉数であることを考慮すると、有

効化する可能性がかなり高いと考えられる。

　写真３は、2020年における深水処理解除後13日目の生育状況である。両ほ場とも、良好

な生育であるが、抜き取り株（拡大の写真）を見比べると、深水区で草丈が高く、後発の弱小

分げつが少ないとみられる。また、ほ場全体の対比では、深水区の葉色がやや濃いとみられる。

慣行区 深水区

写真３．深水処理後の慣行区および深水区の生育（2020.7．13）

　３）深水終了後の葉位別の葉鞘長、葉身長および葉長（最高分げつ期前後）

　図２は、慣行区および深水区の葉位別葉鞘長である。深水処理の影響は各葉位にわたる

が、特に６，7 葉で慣行区との差が大きくなる傾向である。葉身長についても同様の傾向
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　表９には、葉位別の葉長（葉鞘長

+ 葉身長）の４ヶ年の平均値を示し

た。深水処理の影響は、７葉で最も

大きく、慣行区に対し 13％程度と

長くなった。８葉、９葉になるとそ

の差が縮小し、９葉では６％程度と、

半減した。

　図４には、2020 年における両区

についての主茎および１次分げつに

ついての最上位展開葉の葉幅を１mm

毎に区分した場合の頻度を示した。

調査は各２株で、慣行区は 10 個体、

深水区は９個体についての集計値で

ある。頻度が最大となる葉幅は、慣

行区の 8.1-9.0mm に対して深水区

では 9.1-10.0mm であり、深水処理

の影響が葉身長、葉鞘長のみならず
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であるが、葉位との関連では、第７～８葉での差が大きく、葉鞘に比べて１葉位、上側で

処理の影響が強く現れているとみられる（図３）。

　出葉の規則性として、葉身の伸びが葉鞘に先行するとされており、６葉期頃からの 10

日間の深水処理でも、同様の生育反応になったものと考えられる。

　深水処理は、６葉の葉鞘がほぼ抽出した時に開始しているが、図では、その影響が５葉

についても認められている。このことには、出芽・苗立ちの早晩等に起因する１株内にお

ける個体間の生育差（主稈葉数の違い）の影響が少なからず及んだものと推察される。
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葉幅の拡大にも及んでいることが認められた。瀬尾ら（2007) は、「コシヒカリ」の直播栽

培で、水深を 15cm、処理期間を 20 日間とした検討で、出穂期の LAI が有意に大きくなっ

たと報告されている。処理期間が 10 日程度であった本調査でも、葉身長の伸び、葉幅の

拡大からみて、深水処理によって葉面積の拡大が生じていたと推察される。
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４．成熟期の生育諸形質に及ぼす深水処理の影響

　１）上位葉の葉鞘、葉身長、並び節間長、稈長に及ぼす深水処理の影響

　出穂後における葉鞘（LS）、葉身 (LB) の葉位表示については、最上位葉（止葉）をⅠとし、

以下Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴとした。節間（IN）についても穂首節間をⅠとし、以下Ⅱ、Ⅲ、・・・

とし、主稈のみならず、１次分げつ、２次分げつについても同様の表記とした。

　本調査では主稈葉数についての追跡調査を欠いているが、図２と図５を見比べると両

区とも主稈葉数は４ヶ年とも 11 枚（不完全葉を除く）と推定でき、図２の LS ７、LS ８、

LS ９は図５の LS Ⅴ、LS Ⅳ、LS Ⅲに相当するとみなされる。

　この推定のもとで、上位葉の葉鞘長を示した図５をみると、LS －Ⅴは、主稈葉数の第

７葉位（LS-7) に、同 LS －Ⅳは８葉位に相当することになる。深水処理は、第６葉の展

開時から 10 日前後の処理で、８葉の展開開始頃まで及んだとみられが、この時期には最

上位の止葉までが葉鞘中で伸長し始めていることから、上位葉の葉鞘長、葉身長を示した

図５、図６のように止葉まで処理の影響が及んだものと考えられる。
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　図７には、節位別の節間長を４ヶ

年の平均値で示した。節間長につい

ても、上記の上位葉と同様の反応で、

深水区では各節間とも１～２cm 程

度慣行区より長くなった。この中で、

挫折型倒伏との関連性が指摘される

第Ⅳ節間についてみると、慣行区に

対する深水区の伸長は２cm 程度で、

倒伏が問題になるような影響とは考

えられなかった。

　深水処理に関する多くの報告の中で、処理期間中は草丈が長くなるが、その後はする事

例、処理後も継続される事例、あるいは品種間差異の認められる事例など、その影響につ

いては一定の結論が得られていないが、本調査では処理の影響が最上位葉まで及ぶ結果で、

このことには主稈葉数の違いも少なからず影響したとみられる。
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　表 10 には、両区に

おける分げつ節位・次

位別の稈長を４ヶ年の

平均値で示した。深水

区の稈長は慣行区に比

べ各分げつとも長く、

主茎、１、２号分げつ

数、水深、品種などによって異なり、一定の傾向は得られていない。

　本調査での年次別の平均稈長（表 11 の慣行区対比）をみると、2019 年が 112、2020 年

が 102、2021年が 108、2022年が 114と年次で変動するものの、４ヶ年とも深水区で長かっ

た。

　登熟中期（写真４、2019、2020）、成熟期（写真５、2021、2022）のイネの生育状況の

画像を用いて考察する。2020 年の登熟中期の画像（写真４の右側）は、倒伏の危険度が

慣行区 深水区2019.8.22
慣行区 深水区2020.9.1

写真４.　登熟中期の生育状況

慣行区 深水区
2021.10.4 慣行区 深水区

2022.9.30

写真５.　成熟期 （収穫直前） の生育状況

では４～５cm、さらに高位、高次の分げ

つでは７～10cm 長くなった。

　深水処理の稈長に及ぼす影響について

も多くの研究報告があり、処理時期、日
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高くなるとされる出穂後 25 日頃の状況で、平均稈長はやや長めであったが、両区とも

倒伏の発生が認められない。2019 年は、両区の稈長の差はより大きい年次であったが、

2020 年と同様の生育状況である。

　写真５は、2021、2022 年の成熟期（収穫直前）の生育状況である。深水区の平均稈長

は 78cm と４ヶ年の中では最も長かった（表 11）が、両年とも倒伏の発生は皆無である。

これらのことから、「淡雪こまち」の場合、本試行レベルの深水処理であれば、倒伏は大

方回避できるものと考えられる。

　深水処理と倒伏との関係について、大江・三本（1998）は有効分げつ決定期から節間伸

長開始時期までの処理では稈基部の伸長節間の直径の増大が認められるが、処理期間が出

穂期あるいは登熟中期までと長くなると、破生通気腔の著しい発達と皮層繊維組織の薄く

なったことが原因と思われる挫折強度の低下が認められたと報告し、有効分げつ決定期か

ら節間伸長期までの深水処理は合理的な生育制御技術として導入できる可能性が高いと報

告している。

　本調査における深水処理期間は、有効分げつ決定期頃から 10 日前後処理で、４ヶ年と

も稈長の伸びが確認されているが、倒伏の発生は認められていない。また、処理期間を

10日間程度と短縮することによって、通常の中干し期間にかかるような処理は避けられる。

　倒伏とは別に、写真４から深水区における籾（穂）の黄化が遅れ気味であること、また

葉色の違いについても読み取れる。古谷ら（1991）は、深水管理による出穂遅延を品種間

差も含めて報告し、さらに葉枯れの抑制や光合成機能の増進などについて報告している。

2019、2020 年の両写真に見られるように、立毛状態での葉色、穂の傾穂状況、熟色の違

いからみて、深水処理によって出穂の遅れが生じていたと類推される。

　２）深水処理の穂長への影響

　表 12 には、慣行区および深水区における各年の分げつ節・次位別と全平均の穂長を示

した。調査株数は年次によって異なり、３～６株である。全平均では１株穂数の多かった

2020 年、2021 年には、両区の違いが認められなかったが、穂数の少なめであった 2019 年

および 2022 年には深水区で長く、この傾向は分げつの節・次位別にみても同様であった。

　図８には、両区における分げつの節・次位別にみた４ヶ年の平均穂長をしめした。平均

穂長は、主茎や１号分げつでは両区間で大差ないものの、２号、３号、４号と高位になる
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につれて、深水区での穂長が長くな

る傾向が認められた。その他 *（２

次分げつ）では、年次によって処理

区間の穂数のバラツキが大きく、比

較は難しかった。

　３）深水処理の穂相への影響　　

　図９は、両区における枝梗別の籾

数である。図９の (1) は主茎穂で、

図９の (2) は２号分げつ穂である。
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主茎 １号 ２号 ３号 ４号 その他

穂
長
（
ｃ
ｍ
）

分げつ次位

図８．慣行区および深水区における分げつ次位別穂長

（４ヶ年平均）
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図９－（２）．２号分げつ穂における慣行区および深水区の

枝梗別籾数 （2019）
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図９－（１）．主茎穂における慣行区および深水区の

枝梗別籾数 （2019）
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図９－（２）．２号分げつ穂における慣行区および深水区の

枝梗別籾数 （2019）
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図９－（１）．主茎穂における慣行区および深水区の

枝梗別籾数 （2019）

慣行平均 深水平均

いずれも上部枝梗では、深水処

理の影響の少ない着粒状況であ

るが、中央部から下位の枝梗に

なると、明らかに深水区での着

粒数が多くなる。分げつ別にみ

た場合、主茎＜１号＜２号＜３

号と高位分げつの穂になるに従

い、慣行区との差が大きくな

る。着粒状況にみられるこの違

いは、主に 1次枝梗軸に分化し

た２次枝梗原基の退化程度（退

化痕跡を肉眼観察）の違いによ

るものとみられる。退化程度の

多少は、器官形成時期の栄養状

態に左右され、窒素欠乏、日照

不足などの影響が大きいとされ

ている（星川 :1975）。

　深水処理の効果として、①出

穂期における稈、葉鞘への非構

造性炭水化物の蓄積増大、②稈

基部の肥大、③根茎機能の強化

などが指摘されている（古谷ら　1991、椛木・金 1991、三浦ら 2001）が、４ヶ年にわた

る本調査においても、これらのことが十分に機能していたものと考えられる。

　４）深水処理の収量および収量構成要素への影響

　表 13 に、深水区および慣行区の収量と収量構成要素を示した。深水区の穂数は調査し

た３ヶ年とも少なく、１穂籾数は多くなった。同一年次でみた場合、面積当たり籾数はほ
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ぼ同レベルであるが、年次間差はかなり認められる。深水区での１穂籾数の増加は、前記

のように２次枝梗に着生する籾の多少によっているとみられる。通常、２次枝梗に着生す

る籾は、１穂の中での開花順序が遅く、粒肥大（登熟）の面からは不利な条件下にあると

言える。

　深水管理に関する多くの報告の中で、有効分げつ決定期前後からの深水管理は、移植栽

培、直播栽培を問わず、有効茎歩合を高め、出穂前の非構造性炭水化物の蓄積量を増し、

出穂後の粒肥大を促進させて、登熟歩合の向上あるいは千粒重の増大に寄与するとされて

いる。本調査における深水区での登熟歩合の向上および千粒重の増加は (2020 ｰ 2022 年）、

出穂前後における稲体の養分状況が、穂の着粒上の不利を補って、収量増に寄与したもの

と考えられる。

　青羽・木村（2016）によると、「淡雪こまち」の直播栽培の収量目標水準は、560kg と

設定されている。本調査にみられる４年間の収量実績は、深水処理を試行した 2019 年か

ら４ヶ年とも深水区で高く、2019年、2021年は660kg前後と相当に高い収量であった。４ヶ

年の中で、収量の低かった 2022 年でも目標水準である 560kg を超していた。慣行区につ

いては、表 13 の脚注に記したように、乾燥・調製との兼ね合いで一部追刈りし、面積調

整して求めた値も含まれるが、2019、2021 年は目標水準を超す 600kg 前後の収量を得た

ものの、2020、2022 年はそれぞれ 540kg、500kg と目標水準を下回った。４ヶ年平均では

565kg と目標水準と同等の収量となった。このことから、慣行区で高位・高次分げつの多

発による凋落現象が生じていたか否かの判断は難しいが、いずれにしても深水処理による

増収効果は相当に大きいと見なされた。

　図 10 は、「淡雪こまち」を供した湛水直播水稲の生育状況について、鹿角地域振興

局管内の 10 ヶ所で定点調査された７年間のデ－タを、引用させていただいた（青羽・ 

木村　2016）。本調査における深水区の収量デ－タを、籾数も含め同図上にプロットして

みると、図の上側に分布し、処理の効果がかなり大きかったものと推察される。一方で、

慣行区の収量はほぼ平均的な箇所への分布となった。
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　生育中期における茎数抑制の対処法としては深水処理とともに、「中干し」も考えられ

るが、有効茎数決定期前後からの早期中干しの導入は茎数の抑制効果を期待できる反面、

土壌条件等によっては茎数増の図られる等（宮坂昭　1970）の報告、筆者らも現地巡回の

対象ほ場で、有効茎数決定期前後からの落水処理により、生育促進（茎数増加）の図られ

る事例を多く確認している。

　直播栽培の肥培管理に関する情報として、井上（2018）は福井県における直播栽培の今

後を展望する中で、栽培面積の頭打ちの最も大きな理由は収量性にあり、コシヒカリを例

にその改善点として、最高分げつ期以降の茎数の凋落が急速であり、有効茎歩合が低く、

かつ１茎当たりの乾物重が小さいことを指摘し、さらに根系について、直播イネは表層に

分布し、老化・脱落によって成熟期には貧弱となっていることが多く、移植栽培と同等の

籾数でも直播栽培の登熟歩合が低い傾向にあるとしている。これらの問題を回避するため

に、深水管理によって生育中期以降の高次分げつの発生を抑え、最高茎数を減らして有効

茎歩合を高め、下層に伸長する根の比率を高めることが重要であるしている。一方で、苗

立ち数の少ない場合は、穂数や総籾数が減少し、収量低下が懸念されるため、深水処理の

適用条件の判断が必要であること、コンバインの作業性を考慮してなるべく長期湛水を避

けたい生産者の意向があること等から、十分な普及にいたっていないとも報告されている。

　深水管理に関する４ヶ年の試行に当たっては、有効茎数の早期確保を最優先に対応した。

その開始時期は６葉の葉鞘がほぼ抽出した時期を目安にし、10 日前後の処理でもその効

果が期待できる 15cm 程度の水深として実施した。

　その結果、処理の影響は葉鞘、葉身の伸び、高位・高次分げつの発生抑制、さらに稈長、

穂長、穂相についても認められた。加えて登熟歩合、千粒重の向上などを介して収量増も

図られた。

　有効茎数決定期頃からの深水管理についての情報が、湛水直播栽培における「淡雪こま

ち」の生育安定化に寄与できればと思う次第である。

下図の○、●は別途に書き込んであり、一体化されていません。
本文に差し込んだものも同じです。
※注意； 本文の図の貼り付け位置が動くと、
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図10 総籾数と収量の関係 青羽・木村より引用（2016）

●:2009ｰ2014年、○：2015

年 年 査

●:2009ｰ2014年、○：2015年の調査結

年の調査結果
　青羽・木村（2016) は、定点

調査圃のデ－タをまとめるなか

で、「収量は、年次変動はある

ものの年々向上し、目標収量を

越す事例も増加しつつあると

報告し、残された課題として、

“・・・・・有効茎決定期まで

に目標茎数を確保し、速やかに

中干しや深水管理などの茎数制

御の水管理に移行しなければな

らない”と集約されている。
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　摘　要

　秋田県鹿角市の農家水田において 2019～2022 年の４年間、隣り合うほ場２枚に慣行区

（浅水：34a）と深水区（41a) を設けて、稲の生育状況についての調査を行った。　

　１．処理前後の生育状況

　深水処理の期間は６月下旬から７月始めまでの 10 日間前後であり、処理開始時期の稲

は６葉期（不完全葉を除く）で、株当たりの苗（個体）数は４～６本、１株茎数は 20 本

前後が大半であったと見られる。各年次において深水（予定）区と慣行区の生育の差はほ

とんど見られなかった。

　深水処理期間中の水深は、深水区が 14～15cm、慣行区が５～７cm と各年次とも安定的

に保たれていたと見られる。

　深水処理終了から 10 日前後経過した時点（最高分げつ期前後）の１株茎数は、４ヶ年

平均で慣行区 40.8 本、深水区 33.6 本で、深水区が 20％程度少なかった。各個体の主茎

の草丈に対する分げつの草丈の割合から強勢分げつと弱小分げつに分別した結果、各年次

とも深水区の強勢分げつ割合が高く、４ヶ年平均で慣行区 61.3％、深水区 72.7％であった。

　主茎についてみると、５葉位から上位の葉長（葉鞘長 +葉身長）は深水区が長く、その

程度は７葉で大きく（慣行区対比 113）、９葉ではその差が縮小した（同 106）。

　主茎および１次茎の最上位展開葉の葉幅は深水区で広くなっていることが認められた。

　２．成熟期における生育状況

　成熟期における節位別節間長について調査した結果、各節位とも深水区が１～２cm 長

かった。しかし、挫折倒伏との関連が指摘されている第Ⅳ節間については２cm 前後の違

いで、問題となるような伸びとはみられなかった。分げつの節・次位別の稈長（４ヶ年平

均）は各分げつとも深水区で長く、主茎、１、２号分げつでは４～５cm、さらに高位、高

次の分げつでは７～10cm と伸びが大きくなったが、稈長の伸びによるなびき型倒伏、挫

折型倒伏などは４ヶ年とも認められなかった。

　穂長について 4ヶ年の平均でみると、主茎や１号分げつでは大差ない値であったが、２、

３、４号分げつと高位になるにつれて深水区で長くなった。枝梗別の籾数についてみると、

上位枝梗では深水処理の影響は小さかったが、中、下位枝梗ではその影響が大きく、深水

区で１穂籾数が多くなった。

　収量構成要素について３ヶ年調査した結果、穂数は深水区で少なく、逆に１穂籾数は多

くなり、同一年次でみた場合の面積当たり籾数は同レベルとなった。登熟歩合と千粒重は

は深水区で高くなり、収量は各年次とも深水区で高かった。その程度は、４ヶ年平均でみ

た場合、深水区が 628kg/10a、慣行区が 558kg/10a と、深水区が１割以上多くなった。

　３．終わりに

　深水管理に関する多くの報告の中で、有効分げつ決定期前後からの深水処理は、移植栽

培、直播栽培を問わず有効茎歩合を高め、出穂前の非構造性炭水化物の蓄積を増し、出穂

後の粒肥大を促進させて、登熟歩合の向上、千粒重の増大に寄与するとされている。

　４ヶ年にわたる本試行では、５月 13～15 日の間に播種され、良好な出芽・苗立ちのもと、
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１号分げつ（第１本葉節）から順を追っての分げつ発生で（表７）、かつ各分げつにおけ

る順当な葉数増加（表８）の下での検討結果である。深水処理は、有効分げつ決定期頃（６

葉展開終了前後）から、水深を 15cm 前後とし、処理期間を 10 日前後と短めにした処理で、

上記のような知見を得ることができた。限られた条件の中での調査結果であるが、「淡雪

こまち」の湛水直播栽培において、過剰分げつの危惧される場合の一つの対処法としての

参考になれば幸いである。
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収量調査等、多大なるご支援・ご協力をいただいた。ここに深く感謝する。

　「淡雪こまち」の直播栽培の定着化に向け、管内の多数箇所に定点調査ほ場を設け、ま

た現地検討会等を開催し、多くの情報をいただいた鹿角地域振興局農業振興普及課、かづ

の農業協同組合営農販売課の関係各位、並び県内各地での直播栽培に関する情報を広くい

ただいた秋田県水田総合利用課の関係各位に厚くお礼申し上げる。
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（付表） 深水処理を試行した４ヶ年の気象概況
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スクミリンゴガイの最新の防除対策について 
 

龍谷大学農学部 

柴 卓也 

 

ははじじめめにに  

スクミリンゴガイ （Pomacea canaliculata）は、一般に 「ジャンボタニシ」とも呼ばれる

淡水性の巻貝である。もともとは南米のみに生息していたが、1980 年前後に食用として世

界各地に導入された。その後、東アジア・東南アジアを中心に水稲に対する有害動物として

大きな被害を引き起こしている。日本には 1981 年に初めて導入されたが、食用としての需

要は高まらず、養殖業者の廃業とともに逃げ出した貝が水稲を食害するようになった。本種

が侵入害貝となったことを受けて、1980 年代から 1990 年代にかけての研究開発により、本

種の被害を抑える技術がいくつか開発された。これには、移植直後に水田内の水を浅く保つ

方法（浅水管理）、水田の入水口に網を設置して水路からの本種の侵入を防ぐ方法、冬期に

圃場を耕うんして水田内で越冬する貝を破壊する方法などが含まれる。さらに 2000 年代に

は本種専用の薬剤が開発され、本種の被害は沈静化した。しかし、近年、再び本種による被

害が顕在化してきた。以前は、スクミリンゴガイによる被害は主に温暖な九州地方に集中し

ていたが、最近では、九州だけでなく、関西から関東の太平洋沿岸部でも被害が広がり、新

聞やテレビなどでもその被害が報じられている。 

近年の多発生の一因として、気候温暖化があげられる。温暖化により貝の越冬生存率が上

昇し、越冬可能地域が拡大したことが被害地域の拡大を引き起こしていると考えられる。ま

た、温暖化にともない増加している集中豪雨は、従来の主要な防除方法である浅水管理や薬

剤防除の効果を低下させている。その他の要因として、農業の担い手不足や水稲栽培の多様

化といった農業経営体系の変化も見逃せない。例えば、生産者の高齢化や農地の大規模化に

より、圃場のこまめな水位管理が難しくなっている地域が増えており、これらの地域では浅

水管理の徹底が困難になっている。また、水田裏作や冬期湛水、緑肥栽培を行っている地域

では、本種の越冬個体を防除するための厳冬期の耕うんが実施できない。 

本種による被害を抑えるためには、近年の多発生や農業経営の変化に対応できる新しい

防除体系の再構築が必要である。そこで国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構

（農研機構）を中心とした研究グループは、令和 2 年度から令和 5 年度にかけて、温暖化に

ともなうスクミリンゴガイの被害拡大に対応する新たな総合的管理技術の構築に向けた研

究を実施した。具体的には、貝を高効率に誘引する誘引剤や、大量の貝を効率的に捕獲でき

る大型トラップの開発、水中に溶け出した貝の DNA（環境 DNA）を検出して侵入を早期に発

見する技術、ドローン撮影画像から貝や被害株を検出する画像解析技術、貝の分布調査に基

づく越冬リスク地図の作成、地点情報や移植日、品種名を入力すると薬剤の散布適期を通知

する防除支援プログラムなどが開発された。また、これらの成果を集約したウェブマニュア

ルも作成され、インターネット上に公開されている。 

本記事では、このウェブマニュアルおよびそのコンテンツの一部である越冬リスク地図

と防除適期判定プログラムについて簡単に紹介する。 
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スクミリンゴガイの食害が発生した水田（写真提供：九州大学・柳生義人博士）およびスク

ミリンゴガイ 

 

ススククミミリリンンゴゴガガイイのの越越冬冬リリススクク地地図図  

スクミリンゴガイは寒さに弱く、冬の間に多くが死亡する。しかし、暖冬の年やもともと

冬の寒さが穏やかな地域では、越冬して生き残る個体が増加する。そこで、研究担当者らは

気象データと野外での越冬調査結果を解析し、貝の越冬確率を予測するロジスティック回

帰モデルを構築した（式：y = 1/(1+exp(-4.0619986+0.00681102x))、x: 11 月から 3 月の

10℃以下の低温積算値（CLT10）、y:越冬確率）（Yoshida et al. 2022）。図 1 は、この予測

モデルを用いて作成した越冬リスク地図のうち、近畿地方を中心に表示したものである。リ

スク地図の作成には、農研機構メッシュ農業気象データを使用し、1km メッシュ単位で 2015

年から 2019 年の 11 月 1 日を起点に翌年 3 月 31 日までの 10℃以下の低温積算値を算出し、

その 5 年間の平均値を上述のロジスティック回帰式に当てはめ越冬確率を計算した。リス

クの高い地域から順に、赤–橙–淡黄–淡緑–青の 5 段階で示している。兵庫県、奈良県、鳥取

県で発生が確認された 44 地点および Ishida（2020）による 1304 地点の発生地点データと

照合した結果、96.4%（1299 地点）が赤または橙の地点に、99.7%（1344 地点）が赤・橙・

淡黄の地点に含まれていた。また、わずかではあるが、淡緑の地点でも発生が確認された

（1348 地点中 4 地点）。一方、青で示した地点で発生が確認された例はなかった。これらの

結果から、本リスク地図は、発生地域の 96.4%を赤または橙で、残りのほぼすべてを淡黄色

で示すことができており、リスク地図として妥当性が高いと考えられる。赤 ・橙 ・淡黄の地

域はスクミリンゴガイが定着する可能性が高いため、貝が未確認の地域では新たな定着を

警戒する必要がある。また、淡緑 ・青の地域でも、地域の環境や今後の温暖化の進行により

越冬 ・定着のリスクが高まる可能性があるため、除草目的の放飼などは避けるべきである。

本リスク地図の詳細については、Yoshida et al. （2022）を参照されたい。また、農研機構

では、本リスク地図をスマートフォンやタブレット PC のウェブブラウザで閲覧できる「ス

クミリンゴガイの越冬リスク地図閲覧システム」を公開しており、後述のウェブマニュアル

から利用申請のうえ使用可能である。 
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図 1 スクミリンゴガイの越冬リスク地図。全国版については Yoshida et al.2022 で公表

されているほか、農研機構が提供する「スクミリンゴガイの越冬リスク地図閲覧システム」

からも利用可能。 

 

ススククミミリリンンゴゴガガイイのの薬薬剤剤防防除除適適期期判判定定ププロロググララムム  

スクミリンゴガイの薬剤防除には、メタアルデヒド剤やリン酸第二鉄剤などが利用でき

る。高い防除効果を得るには、貝の活動が活発になる水温 17℃以上の時期に処理する必要

があり、処理時の水温が低すぎると防除効果が十分に得られない可能性がある。一方、本種

は成長して硬くなった植物を加害できないため、移植から 2 週間ほど経過した水田では防

除の必要性は低い。そこで、農研機構では「スクミリンゴガイの薬剤防除適期判定プログラ

ム」を開発し、実証および改良を目的として試験運用を行っている。本プログラムは、位置

情報と水稲移植日をもとに、1km メッシュ農業気象データを用いて水田ごとの水温を予測す

る。そして、移植後 2 週間の間に水温予測値が 3 日連続で 17.0℃以上となる場合、その最

初の日を防除適期として表示する。本プログラムは、民間企業が運営する栽培管理支援サー

ビス等を介してスクミリンゴガイの対策が必要な地域での活用が期待される。また、農研機

構では、本プログラムの実証のために作成した 「防除適期判定システム」を試験運用してい

る（図 2）。商用利用はできないが、研究開発や実証、機能試行を目的とする場合は、後述

のウェブマニュアルから利用申請を行うことで、利用者 ID が付与される。 
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図 2 スクミリンゴガイの防除適期判定システムをスマートフォンから利用したときの画

面。左から地点選択、条件登録、結果の表示画面、詳細表示画面を示す。出典：スクミリン

ゴガイの防除支援マニュアル（https://ml-wiki.sys.affrc.go.jp/applesnail/） 

 

ススククミミリリンンゴゴガガイイのの防防除除支支援援ママニニュュアアルル  

スクミリンゴガイの防除支援マニュアルは、農研機構によりインターネット上に公開さ

れたウェブマニュアル（https://ml-wiki.sys.affrc.go.jp/applesnail/）（図 3）である。

スクミリンゴガイの総合的管理技術の中核となる技術を網羅的に解説している。また、貝の

生態や特徴、見分け方、登録農薬、予察情報などスクミリンゴガイに関する情報を幅広く掲

載しており、本サイトだけで防除対策を完結できる。一問一答集では、農研機構や県の担当

者らが対策会議や講習会などで受けた質問とその回答を掲載し、利用者の疑問に先回りし

て回答している。さらに、越冬リスク地図や防除適期判定プログラムなど、最新の研究成果

も紹介している。本マニュアルは国内すべての地域に対応し、作型に応じた防除体系の構築

に活用できる。また、ウェブマニュアルとしての特性を活かし、随時改定を行うことで、農

研機構の研究グループが実効性を維持しながら管理している。 
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図 3 インターネット上に公開されたスクミリンゴガイの防除支援マニュアル

（https://ml-wiki.sys.affrc.go.jp/applesnail/）。スマートフォンからの閲覧したとき

のイメージ。スクミリンゴガイの総合防除体系の中核となる防除技術のポイントと留意事

項を紹介するとともに、貝の特徴と見分け方、防除に関する FAQ など、スクミリンゴガイに

関する情報を幅広く解説している。 

 

おおわわりりにに  

スクミリンゴガイは若い植物を食害するため、移植栽培よりも直播栽培で被害が大きく

なりやすい。特に、スクミリンゴガイが広く分布する九州地方や、分布域が拡大している関

西から関東の太平洋沿岸部では被害のリスクが高く、また、現在は定着していないものの侵

入・定着のリスクがある地域でも注意が必要である。そのため、これらの地域における直播

栽培の普及には、スクミリンゴガイの防除技術の確立が不可欠である。本情報がスクミリン

ゴガイの防除に携わる方々にとって、総合防除対策を検討・実施する際の有益な手助けとな

れば幸いである。 

 

引引用用文文献献  

1） Yoshida et al (2022) Potential overwintering areas of the alien apple snail, Pomacea canaliculata, 
in Japan at its northern distribution limit. Aquatic Invasions 17: 402–414. 

2） Ishida (2020) Distribution records of apple snails (Pomacea spp.) in Japan collected during 2017-
2019 through a citizen science project for introduced species conducted by the Osaka Museum of 
Natural History. Ecological Research 35: 1114–1118. 

3） スクミリンゴガイの防除支援マニュアル.  https://ml-wiki.sys.affrc.go.jp/applesnail/start 
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農農薬薬ララベベルルにに記記載載さされれるる処処理理早早限限とと処処理理晩晩限限のの意意味味ととそそのの見見極極めめ方方  

 直播水稲に適用がある除草剤の使用時期は、主に稲に対する薬害の面から処理早限

が、十分な除草効果を確保するため処理晩限が決められており、また、作物残留の面

から収穫前日数が規定されている。 

 使用時期欄の処理早限は、稲の葉齢を目安として表示されることが多く、「稲出芽

揃～」「稲１葉期～」などと記載される。稲出芽始は約２割の出芽を認めた時期を、稲

出芽揃は目標とする苗立ち数の約９割の出芽を認めた時期を指す。鞘葉や不完全葉の

土壌表面からの抽出を出芽とするため、現場では、鉄コーティングなどの表面播種で

は鞘葉の抽出個体を、カルパーコーティングなど土中播種では不完全葉の抽出個体を

数える場合が多い。稲１葉期は出芽した稲の平均葉齢が１葉となった時期を、同様に

稲３葉期は平均葉齢が３葉となった時期を指す。葉齢を数える際は、稲の不完全葉（葉

身を持たず葉鞘部のみの葉）の次に抽出・展開した葉を第１葉と数える（図１）。寒地

や寒冷地など、低温で稲の出芽がダラダラと長期におよぶ場合は、苗立ちの遅れた稲

に薬害を生じることがあるので注意が必要である。 

 一方、処理晩限は雑草の生育ステージを目安として表示されることが多く、一般的

にはノビエの葉齢で規定され「～ノビエ２．５葉期」「～ノビエ３葉期」などと記載さ

れる（図２）。ノビエの葉齢は最高葉齢で表示されているため、寒地や寒冷地など、低

温でノビエの発生が不揃いとなったり、ノビエの発生量が少なく葉齢の確認が難しい

圃場では、処理時期を失しないよう注意が必要である。また、中・後期除草剤には「稲

幼穂形成期前まで」と記載される場合もあるので必ず確認して使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図１ １．２葉期のイネ         図２ ノビエの葉齢 



－ 72 －



－ 73 －



－ 74 －



－ 75 －



－ 76 －



－ 77 －



－ 78 －



－ 79 －



－ 80 －



－ 81 －



－ 82 －



－ 83 －



－ 84 －



－ 85 －

 

  

 

 

 
 

 

本会誌第 46 号までは、農研機構東北農業研究センターと農林水産省東北農

政局によって 8月に開催された「東北農業試験研究推進会議作物生産推進部会

直播研究会及び水稲直播等低コスト技術検討会」において、東北農政局から各

県に要請して作成した資料につき、各県で再確認後の確定版を同農政局から提

供頂いて掲載してきました。令和 6年度については、上記の「水稲低コスト技

術等検討会及び東北農業試験研究会議作物生産推進部会直播研究会」に提出さ

れた直播栽培を含めた各県における水稲の低コスト生産に向けた取組状況の

資料のうち、各県及び東北農政局にご了承頂いた内容を掲載させて頂きまし

た。 

掲載をご了承頂いた東北農政局及び関係県にお礼申し上げます。 

（水稲直播研究会）               

 

東東北北ににおおけけるる水水稲稲のの低低ココスストト生生産産にに向向けけたた取取組組状状況況  

（（令令和和６６年年度度水水稲稲低低ココスストト技技術術等等検検討討会会及及びび東東北北農農業業試試験験

研研究究推推進進会会議議作作物物生生産産推推進進部部会会直直播播研研究究会会ににおおけけるる東東北北農農

政政局局資資料料（（令令和和６６年年８８月月））かからら抜抜粋粋））  

【【農農林林水水産産省省東東北北農農政政局局  提提供供】】  
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－ 91 －

(-)はデータなし （単位：ha）

水　　稲 普及率 (参考1）ｶﾙﾊﾟｰｺｰﾃｲﾝｸﾞ (参考２）鉄コーティング

作付面積 不耕起 散播 条播 点播 合　計 (%) 種子を用い 直播面積に 種子を用い 直播面積に

有人 無人 乗　用 背　負 た直播面積 占める割合 た直播面積 占める割合

① ヘリ ヘリ 播種機 動散機他 ② ②/① （％） （％）

93,300 3,297.9 6.2 1,598.7 615.4 8.0 114.9 487.3 5.2 472.9 510.4 4,896.7 5.2 26.6 0.5 0.0 0.0

青  森 40,500 1,468.0 849.7 449.5 47.5 0.0 39.6 0.0 7.9 122.8 279.2 1,917.5 4.7 11.6 0.6 319.5 16.7

東 岩　手 45,200 220.6 0.0 829.2 36.3 0.0 13.8 9.4 13.1 127.6 665.3 1,049.8 2.3 32.4 3.1 582.7 55.5

宮　城 60,900 2,530.4 0.0 1,699.1 159.7 0.0 0.0 0.0 0.0 230.1 1,304.8 4,229.4 6.9 137.8 3.3 1,143.8 27.0

秋　田 83,000 150.5 106.8 913.4 56.3 0.0 11.4 0.0 44.9 322.0 535.1 1,063.9 1.3 528.2 49.6 208.8 19.6

山　形 61,000 477.0 261.4 2,118.8 177.0 0.0 0.0 0.0 0.0 85.7 1,856.1 2,595.8 4.3 0.0 0.0 0.0 0.0

北 福　島 58,400 349.5 115.1 1,670.3 92.6 - - - - 243.1 1,334.6 2,019.8 3.5 - - - -

小　計 349,000 5,196.0 1,333.0 7,680.2 569.4 0.0 64.8 9.4 65.9 1,131.3 5,975.1 12,876.2 3.7 710.0 5.5 2,254.8 17.5

    茨　城 59,700 161.1 37.0 124.7 36.9 0.0 32.7 4.0 0.2 1.0 86.8 285.8 0.5 1.0 0.3 105.1 36.8

栃　木 51,400 137.1 12.4 294.5 48.4 0.0 30.6 15.5 2.3 21.4 224.7 431.6 0.8 15.0 3.5 248.8 57.6

関 群　馬 13,900 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 -

埼　玉 28,400 393.1 0.0 76.4 25.9 0.0 25.9 0.0 0.0 2.7 47.8 469.5 1.7 4.0 0.9 39.9 8.5

千　葉 47,700 284.9 0.0 108.5 108.5 0.0 33.9 74.3 0.3 0.0 0.0 393.4 0.8 0.0 0.0 64.7 16.4

東　京 111 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 -

神奈川 2,850 0.0 0.0 1.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 0.0 1.5 0.1 0.0 0.0 1.5 100.0

山　梨 4,750 7.0 0.0 13.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13.0 0.0 20.0 0.4 0.0 0.0 13.0 65.0

東 長　野 30,600 1.0 0.0 166.2 4.2 0.0 3.5 0.0 0.7 77.1 84.9 167.2 0.5 95.5 57.1 32.7 19.6

静　岡 15,100 73.3 29.0 204.4 12.9 0.0 4.4 0.1 8.4 191.5 0.0 277.7 1.8 182.9 65.9 10.5 3.8

小　計 254,511 1,057.5 78.4 989.2 236.8 0.0 130.9 93.9 12.0 308.2 444.2 2,046.7 0.8 298.4 14.6 516.1 25.2

新　潟 115,800 288.4 229.7 1,681.6 103.0 0.0 17.3 0.0 18.4 1,057.8 520.9 1,970.0 1.7 891.3 45.2 516.2 26.2

北 富　山 35,200 1,142.6 0.0 1,950.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 73.0 1,877.0 3,092.6 8.8 798.0 25.8 1,155.7 37.4

石　川 23,400 597.0 585.6 415.5 10.7 0.0 0.0 0.0 10.7 62.3 342.5 1,012.5 4.3 53.2 5.3 312.4 30.9

陸 福　井 23,300 64.6 64.6 2,672.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 898.3 1,774.6 2,737.5 11.7 2,484.9 90.8 252.6 9.2

小　計 197,700 2,092.6 879.9 6,719.9 113.7 0.0 17.3 0.0 29.1 2,091.4 4,515.0 8,812.5 4.5 4,227.4 48.0 2,236.9 52.9

岐　阜 20,700 496.9 257.9 146.5 50.9 0.0 16.0 34.9 0.0 43.5 52.1 643.4 3.1 95.6 14.9 36.7 5.7

東 愛　知 25,800 4,490.6 3,014.9 126.5 6.8 0.0 5.8 1.0 0.0 107.7 12.0 4,617.1 17.9 0.2 0.0 90.0 1.9

海 三　重 25,200 255.2 28.0 53.4 13.6 0.0 3.6 0.0 10.0 0.0 39.8 308.6 1.2 15.6 5.1 27.2 8.8

小　計 71,700 5,242.7 3,300.8 326.4 71.3 0.0 25.4 35.9 10.0 151.2 103.9 5,569.1 7.8 111.4 2.0 153.9 2.8

滋　賀 28,300 61.1 0.0 416.5 3.9 0.0 3.5 0.0 0.4 156.7 255.9 477.6 1.7 298.0 62.4 18.6 3.9

近 京　都 13,800 0.0 0.0 44.1 3.6 0.0 1.8 1.8 0.0 0.0 40.5 44.1 0.3 4.9 11.1 35.6 80.7

大　阪 4,440 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 -

兵　庫 34,200 36.9 20.3 330.3 59.3 0.0 0.0 31.1 28.2 93.9 177.1 367.2 1.1 205.8 56.1 105.3 28.7

奈　良 8,250 0.2 0.2 18.6 18.0 0.0 0.0 0.0 18.0 0.0 0.6 18.8 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0

畿 和歌山 5,780 2.0 1.0 0.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 0.6 23.1

小　計 94,770 100.2 21.5 810.1 84.8 0.0 5.3 32.9 46.6 251.2 474.1 910.3 1.0 508.7 55.9 160.1 17.6

鳥　取 11,900 30.0 0.0 145.0 25.0 0.0 22.0 3.0 0.0 120.0 0.0 175.0 1.5 0.0 0 0.0 0.0

中 島　根 16,100 56.2 0.0 179.7 13.6 0.0 11.6 0.5 1.5 47.7 118.4 235.9 1.5 28.4 12.0 113.8 48.2

岡  山 27,800 1,803.0 61.0 125.0 7.0 - - - - 0.0 118.0 1,928.0 6.9 0.0 0.0 0.0 0.0

国 広  島 21,100 12.3 0.0 27.1 2.7 0.0 0.0 2.7 0.0 17.0 7.4 39.4 0.2 17.0 43.1 4.7 11.9

山  口 17,100 4.2 0.0 142.0 67.4 0.0 10.9 54.9 1.6 17.0 57.6 146.2 0.9 63.7 43.6 64.8 44.3

四 徳  島 9,750 0.0 0.0 9.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.0 9.0 0.1 7.8 86.7 1.2 13.3

香  川 10,200 0.0 0.0 11.2 11.2 0.0 0.0 0.0 11.2 0.0 0.0 11.2 0.1 0.0 0.0 11.2 100.0

国 愛  媛 12,800 0.0 0.0 64.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 64.8 64.8 0.5 49.2 75.9 12.7 19.6

高  知 10,300 0.0 0.0 3.6 3.4 0.0 0.0 2.4 1.0 0.0 0.2 3.6 0.0 0.0 0.0 2.8 77.8

小  計 137,050 1,905.7 61.0 707.4 130.3 0.0 44.5 63.5 15.3 201.7 375.4 2,613.1 1.9 166.1 6.4 211.2 8.1

福  岡 32,800 194.4 0.0 2.8 1.1 0.0 1.1 0.0 0.0 1.7 0.0 197.2 0.6 0.0 0.0 0.5 0.3

九 佐  賀 22,200 114.3 0.0 33.2 11.4 0.0 0.0 11.4 0.0 9.5 12.3 147.5 0.7 3.1 2.1 7.7 5.2

長  崎 10,000 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 -

熊  本 30,000 165.5 0.3 35.2 34.8 0.0 0.0 0.0 34.8 0.0 0.4 200.7 0.7 34.8 17.3 0.0 0.0

大  分 18,300 57.0 0.0 21.5 1.6 0.0 1.6 0.0 0.0 0.5 19.4 78.5 0.4 14.7 18.7 3.8 4.8

州 宮  崎 14,700 253.6 23.6 27.3 27.3 0.0 0.0 10.1 17.2 0.0 0.0 280.8 1.9 15.2 5.4 0.4 0.1

鹿児島 17,200 0.4 0.0 8.4 8.4 0.0 0.0 8.4 0.0 0.0 0.0 8.8 0.1 2.0 22.7 7.0 79.5

小  計 145,200 785.2 23.9 128.4 84.6 0.0 2.7 29.9 52.0 11.7 32.1 913.5 0.6 69.8 7.6 19.4 2.1

576 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - 0.0 -

1,343,807 19,677.7 5,704.6 18,960.3 1,906.3 8.0 405.7 752.9 236.1 4,619.6 12,430.2 38,638.0 2.9 6,118.5 15.8 5,552.4 14.4

 注１：各栽培面積は飼料用米、ＷＣＳ用、子実前刈取用稲に係る面積を含む。

 注２：四捨五入の関係で合計と内訳が一致しない場合がある。

 注３：乾田直播及び湛水直播の内訳面積が一部において確認が不十分であるため、合計面積と一致しない場合がある。

資料：農林水産省調べ

都道府県別、乾田湛水直播別水稲栽培面積（令和５年産）

全　国　計

備考

乾 田 直 播 湛　水　直　播

北 海 道

沖　　縄

※本調査は任意の聞き取り調査であり、未回答の県もあること

から統計データとしての精度が確保されたものではありません。

○
　

水
稲

直
播

面
積

の
推

移
H
8
年

H
9
年

H
1
0
年

H
1
1
年

H
1
2
年

H
1
3
年

H
1
4
年

H
1
5
年

H
1
6
年

H
1
7
年

H
1
8
年

H
1
9
年

H
2
0
年

H
2
1
年

H
2
2
年

H
2
3
年

H
2
4
年

H
2
5
年

H
2
6
年

H
2
7
年

H
2
8
年

H
2
9
年

H
3
0
年

R
元

年
R
2
年

R
3
年

R
4
年

R
5
年

北
 
海

 
道

1
8
5

1
9
7

1
7
2

1
6
7

1
4
3

1
5
2

1
7
7

1
7
4

2
3
9

2
0
9

1
9
4

2
8
6

4
2
8

5
9
1

8
4
5

1
,
0
1
9

1
,
2
8
8

1
,
3
9
9

1
,
6
8
3

1
,
9
0
6

1
,
9
7
7

2
,
2
7
3

2
,
3
1
9

2
,
3
8
1

2
,
5
8
0

2
,
9
9
7

3
,
7
3
4

4
,
8
9
7

東
　

　
北

7
3
1

9
4
4

1
,
2
9
8

1
,
5
7
3

1
,
6
3
5

2
,
0
8
6

2
,
4
7
8

2
,
7
8
1

3
,
0
3
7

3
,
0
6
1

2
,
9
0
2

3
,
2
9
3

3
,
5
9
5

3
,
8
7
6

4
,
8
2
5

5
,
2
0
0

5
,
8
4
1

6
,
9
9
6

7
,
5
9
1

9
,
2
8
0
1
0
,
0
8
0
1
1
,
2
6
4
1
1
,
6
7
3
1
2
,
3
6
1
1
1
,
6
3
4
1
1
,
8
0
0
1
1
,
8
1
1
1
2
,
8
7
6

関
　

　
東

6
9
3

6
7
2

6
4
3

6
7
3

6
9
7

8
0
6

9
1
2

8
2
4

8
4
7

8
3
8

7
9
9

8
3
3

8
5
7

7
9
6

8
0
7

8
4
9

1
,
0
0
7

1
,
0
9
9

1
,
1
0
3

1
,
4
1
8

1
,
5
3
6

1
,
5
6
9

1
,
6
6
9

1
,
7
0
1

1
,
7
8
5

1
,
7
5
4

1
,
8
7
1

2
,
0
4
7

北
　

　
陸

4
7
6

6
8
4

8
5
5

1
,
0
8
5

1
,
3
5
2

1
,
8
2
8

2
,
3
3
2

3
,
4
3
1

4
,
2
8
2

4
,
9
8
6

5
,
3
8
1

6
,
1
8
5

6
,
7
1
9

7
,
1
0
9

7
,
4
1
5

7
,
4
8
8

7
,
6
4
8

8
,
2
4
4

8
,
5
8
1

9
,
8
1
1
1
0
,
5
6
1
1
0
,
4
6
4
1
0
,
1
8
7

9
,
9
0
5

9
,
2
9
3

9
,
0
2
7

9
,
4
8
3

8
,
8
1
3

東
　

　
海

4
7
0

4
9
2

5
3
5

6
5
4

7
3
6

8
0
1

7
8
7

8
9
5

1
,
2
5
1

1
,
3
5
4

1
,
4
3
5

1
,
4
9
1

1
,
6
3
1

1
,
9
2
1

2
,
0
9
9

2
,
3
2
3

2
,
3
7
2

2
,
5
5
9

2
,
8
8
7

2
,
6
6
2

2
,
8
6
9

3
,
0
0
7

4
,
0
5
7

4
,
7
9
5

4
,
7
9
6

5
,
1
4
1

5
,
2
5
6

5
,
5
6
9

近
　

　
畿

2
5
4

2
5
5

2
7
1

3
2
3

4
7
3

6
1
6

7
0
7

8
2
8

9
2
3

9
7
0

1
,
0
1
2

1
,
1
0
7

1
,
1
2
4

1
,
2
1
5

1
,
2
6
5

1
,
2
0
4

1
,
2
5
8

1
,
2
8
4

1
,
2
6
5

1
,
3
6
6

1
,
3
2
6

1
,
2
2
9

1
,
2
3
2

9
6
6

1
,
1
0
4

1
,
0
8
4

1
,
0
1
6

9
1
0

中
国

四
国

3
,
9
8
7

3
,
8
5
7

3
,
5
6
9

3
,
5
4
3

3
,
2
6
5

3
,
1
0
8

3
,
2
6
8

3
,
2
8
4

3
,
3
9
6

3
,
3
9
6

3
,
3
5
4

3
,
4
1
2

3
,
4
3
2

3
,
4
2
9

3
,
4
7
6

3
,
3
9
2

3
,
2
5
2

3
,
2
8
6

3
,
0
9
4

2
,
9
8
3

2
,
9
5
5

2
,
9
4
2

2
,
7
8
1

2
,
8
2
9

2
,
6
7
4

2
,
6
4
1

2
,
5
1
3

2
,
6
1
3

九
　

　
州

5
3
3

5
7
9

6
2
9

6
4
1

6
4
0

7
9
5

8
7
7

9
2
2

8
6
2

9
2
7

8
0
4

7
6
7

8
3
6

9
2
1

7
8
2

1
,
1
6
2

1
,
0
8
4

1
,
0
0
8

9
7
0

7
4
3

7
3
0

6
8
8

8
0
4

8
8
8

9
2
6

9
2
6

9
9
9

9
1
4

全
　

　
国

7
,
3
2
9

7
,
6
8
0

7
,
9
7
2

8
,
6
5
9

8
,
9
4
1
1
0
,
1
9
1
1
1
,
5
3
8
1
3
,
1
3
9
1
4
,
8
1
0
1
5
,
7
4
2
1
5
,
8
8
0
1
7
,
3
7
3
1
8
,
6
2
2
1
9
,
8
5
7
2
1
,
5
1
7
2
2
,
6
4
2
2
3
,
7
5
0
2
5
,
8
8
9
2
7
,
1
8
7
3
0
,
1
6
7
3
2
,
0
3
4
3
3
,
4
3
5
3
4
,
7
2
2
3
5
,
8
2
6
3
4
,
7
9
2
3
5
,
3
7
0
3
6
,
6
8
1
3
8
,
6
3
8

  
  

う
ち

乾
田

直
播

H
8
年

H
9
年

H
1
0
年

H
1
1
年

H
1
2
年

H
1
3
年

H
1
4
年

H
1
5
年

H
1
6
年

H
1
7
年

H
1
8
年

H
1
9
年

H
2
0
年

H
2
1
年

H
2
2
年

H
2
3
年

H
2
4
年

H
2
5
年

H
2
6
年

H
2
7
年

H
2
8
年

H
2
9
年

H
3
0
年

R
元

年
R
2
年

R
3
年

R
4
年

R
5
年

北
 
海

 
道

1
0
6

1
3
4

1
2
2

9
3

7
5

7
7

7
2

7
4

8
8

7
7

8
1

1
2
2

1
4
1

1
8
7

3
5
5

4
4
6

6
6
8

6
4
5

7
8
8

9
2
1

9
2
0

1
,
0
2
3

1
,
1
4
9

1
,
3
6
5

1
3
8
8

1
,
7
5
0

2
,
2
7
5

3
,
2
9
8

東
　

　
北

6
6

8
0

8
6

8
8

8
3

1
0
0

8
3

9
4

8
5

9
7

1
1
1

1
5
3

3
2
4

5
5
0

9
6
4

1
,
0
1
1

1
,
0
7
6

1
,
1
3
3

1
,
1
6
5

1
,
4
1
9

1
,
6
1
4

2
,
1
0
2

2
,
6
7
0

2
,
9
9
2

3
2
6
8

3
,
9
0
3

4
,
3
4
0

5
,
1
9
6

関
　

　
東

3
0
6

2
9
7

2
8
5

2
8
6

3
1
2

3
3
4

3
9
3

2
7
5

2
5
6

2
3
6

2
3
2

2
7
1

3
0
9

2
7
7

2
7
9

3
0
1

3
0
6

3
2
4

3
6
1

4
3
0

5
1
2

5
8
8

6
1
6

7
0
0

8
4
8

8
3
2

9
3
8

1
,
0
5
8

北
　

　
陸

5
4

1
4

8
4

1
0
9

1
7
5

1
5
2

1
5
7

1
3
9

1
4
6

1
7
1

2
4
8

4
0
7

5
2
4

6
9
0

7
7
6

8
4
3

9
3
6

1
,
0
3
6

1
,
2
4
0

1
,
2
3
6

1
,
4
2
3

1
,
5
9
2

1
,
7
9
5

1
7
5
5

1
,
8
8
8

1
,
9
8
8

2
,
0
9
3

東
　

　
海

9
3

1
2
1

1
9
6

3
6
2

4
8
4

5
7
4

6
4
4

7
5
2

1
,
0
9
6

1
,
2
2
9

1
,
2
9
9

1
,
3
1
5

1
,
4
4
2

1
,
7
0
8

1
,
9
0
5

2
,
0
8
5

2
,
0
9
5

2
,
2
4
2

2
,
4
5
2

2
,
1
7
4

2
,
3
5
0

2
,
5
3
6

3
,
5
9
7

4
,
3
7
7

4
5
3
6

4
,
7
8
1

4
,
9
4
9

5
,
2
4
3

近
　

　
畿

3
3

3
0

3
4

3
9

4
3

6
0

7
6

7
2

5
4

5
9

4
6

7
1

7
4

8
3

9
1

8
8

7
7

5
8

4
9

8
3

7
8

5
0

5
6

6
3

6
7

1
0
0

1
1
0

1
0
0

中
国

四
国

3
,
8
0
8

3
,
7
1
6

3
,
3
9
3

3
,
2
9
4

3
,
0
2
9

2
,
8
2
9

2
,
9
2
3

2
,
9
1
7

2
,
9
7
4

3
,
1
6
1

2
,
9
5
2

2
,
9
7
2

2
,
9
8
3

2
,
9
8
0

3
,
0
6
3

2
,
8
9
3

2
,
6
9
9

2
,
6
8
3

2
,
5
0
2

2
,
2
8
0

2
,
1
6
8

2
,
1
2
9

2
,
1
2
9

2
,
1
2
8

2
,
0
6
6

1
,
9
6
1

1
,
8
9
6

1
,
9
0
6

九
　

　
州

8
9

1
5
6

1
9
9

2
5
9

3
2
3

3
9
7

4
1
8

4
5
5

4
7
9

5
4
2

4
3
9

4
3
9

4
1
8

5
0
2

5
4
5

8
0
1

7
1
5

4
7
9

4
8
1

4
7
8

4
8
5

5
0
9

6
1
0

7
3
6

7
0
3

7
7
1

8
5
8

7
8
5

全
　

　
国

4
,
5
0
6

4
,
5
3
8

4
,
3
2
9

4
,
5
0
6

4
,
4
5
8

4
,
5
4
6

4
,
7
6
2

4
,
7
9
6

5
,
1
7
1

5
,
5
4
6

5
,
3
3
1

5
,
5
9
0

6
,
0
9
7

6
,
8
1
0

7
,
8
9
1

8
,
4
0
5

8
,
4
7
9

8
,
4
9
9

8
,
8
3
5

9
,
0
2
4

9
,
3
6
2
1
0
,
3
5
8
1
2
,
4
1
8
1
4
,
1
5
6
1
4
,
6
3
1
1
5
,
9
8
7
1
7
,
3
5
3
1
9
,
6
7
8

  
 う

ち
湛

水
直

播
H
8
年

H
9
年

H
1
0
年

H
1
1
年

H
1
2
年

H
1
3
年

H
1
4
年

H
1
5
年

H
1
6
年

H
1
7
年

H
1
8
年

H
1
9
年

H
2
0
年

H
2
1
年

H
2
2
年

H
2
3
年

H
2
4
年

H
2
5
年

H
2
6
年

H
2
7
年

H
2
8
年

H
2
9
年

H
3
0
年

R
元

年
R
2
年

R
3
年

R
4
年

R
5
年

北
 
海

 
道

7
9

6
3

5
0

7
4

6
8

7
5

1
0
4

1
0
0

1
5
1

1
3
2

1
1
3

1
6
4

2
8
8

4
0
4

4
9
0

5
7
3

6
2
0

7
5
4

8
9
5

9
8
5

1
,
0
5
7

1
,
2
5
1

1
,
1
7
1

1
,
0
1
5

1
,
1
9
3

1
,
2
4
6

1
,
4
5
9

1
,
5
9
9

東
　

　
北

6
6
5

8
6
4

1
,
2
1
2

1
,
4
8
5

1
,
5
5
2

1
,
9
8
7

2
,
3
9
5

2
,
6
8
7

2
,
9
5
3

2
,
9
6
6

2
,
7
9
2

3
,
1
4
0

3
,
2
7
1

3
,
3
2
7

3
,
8
6
1

4
,
1
8
9

4
,
7
6
5

5
,
8
4
0

6
,
2
7
5

7
,
8
6
1

8
,
4
6
5

9
,
1
6
2

9
,
0
0
3

9
,
3
7
0

8
,
3
6
6

7
,
8
9
7

7
,
4
7
1

7
,
6
8
0

関
　

　
東

3
8
7

3
7
5

3
5
8

3
8
7

3
8
5

4
7
1

5
1
9

5
4
9

5
9
2

6
0
2

5
6
7

5
6
2

5
4
8

5
1
9

5
2
8

5
4
8

7
0
1

7
7
5

7
4
2

9
8
8

1
,
0
2
4

9
8
1

1
,
0
5
3

1
,
0
0
1

9
3
7

9
2
1

9
3
3

9
8
9

北
　

　
陸

4
7
1

6
8
0

8
4
1

1
,
0
0
1

1
,
2
4
3

1
,
6
5
3

2
,
1
8
0

3
,
2
7
4

4
,
1
4
3

4
,
8
4
0

5
,
2
1
0

5
,
9
3
7

6
,
3
1
2

6
,
5
8
5

6
,
7
2
5

6
,
6
7
3

6
,
7
6
6

7
,
2
1
4

7
,
5
4
5

8
,
5
7
1

9
,
3
2
5

9
,
0
2
8

8
,
5
9
5

8
,
1
1
0

7
,
5
3
8

7
,
1
3
9

7
,
2
7
5

6
,
7
2
0

東
　

　
海

3
7
7

3
7
1

3
3
9

2
9
2

2
5
2

2
2
7

1
4
3

1
4
3

1
5
5

1
2
5

1
3
6

1
7
6

1
8
9

2
1
3

1
9
3

2
3
8

2
7
7

3
1
7

4
3
5

4
8
8

5
1
9

4
7
1

4
6
0

4
1
8

2
6
0

3
6
0

3
0
7

3
2
6

近
　

　
畿

2
2
1

2
2
5

2
3
7

2
8
4

4
3
1

5
5
6

6
3
2

7
5
7

8
7
0

9
1
1

9
6
6

1
,
0
3
6

1
,
0
5
0

1
,
1
3
2

1
,
1
7
3

1
,
1
1
6

1
,
1
8
0

1
,
2
2
7

1
,
2
1
6

1
,
2
8
3

1
,
2
4
8

1
,
1
7
9

1
,
1
7
6

9
0
3

1
,
0
3
7

9
8
4

9
0
6

8
1
0

中
国

四
国

1
7
9

1
4
2

1
7
7

2
4
9

2
3
6

2
7
9

3
4
5

3
6
7

3
9
5

2
3
5

4
0
2

4
3
7

4
4
7

4
4
9

4
1
3

4
9
9

4
7
5

6
0
3

5
9
2

7
0
2

7
8
7

8
1
3

6
5
2

7
0
1

6
0
7

6
8
0

6
1
7

7
0
7

九
　

　
州

4
4
4

4
2
3

4
3
0

3
8
2

3
1
7

3
9
8

4
5
9

4
6
7

3
8
2

3
8
5

3
6
5

3
2
8

3
7
5

4
1
8

2
3
7

3
6
2

3
6
9

5
2
9

4
8
9

2
6
5

2
4
6

1
7
9

1
9
4

1
5
2

2
2
3

1
5
6

1
4
0

1
2
8

全
　

　
国

2
,
8
2
3

3
,
1
4
3

3
,
6
4
4

4
,
1
5
3

4
,
4
8
3

5
,
6
4
4

6
,
7
7
6

8
,
3
4
3

9
,
6
4
1
1
0
,
1
9
6
1
0
,
5
4
9
1
1
,
7
8
1
1
2
,
4
8
6
1
2
,
5
2
5
1
3
,
6
2
5
1
4
,
1
9
8
1
5
,
1
5
2
1
7
,
2
7
2
1
8
,
1
8
9
2
1
,
1
4
4
2
2
,
6
7
2
2
3
,
0
6
4
2
2
,
3
0
4
2
1
,
6
6
9
2
0
,
1
6
1
1
9
,
3
8
3
1
9
,
1
0
7
1
8
,
9
6
0

 注
１

：
四

捨
五

入
の

関
係

で
合

計
と

内
訳

が
一

致
し

な
い

場
合

が
あ

る
。

 注
２

：
乾

田
直

播
及

び
湛

水
直

播
の

内
訳

面
積

が
一

部
に

お
い

て
確

認
が

不
十

分
で

あ
る

た
め

、
合

計
面

積
と

一
致

し
な

い
場

合
が

あ
る

。

水
稲

の
直

播
栽

培
面

積
に

つ
い

て

資
料

：
農

林
水

産
省

調
べ



－ 92 －

               

 

シンプルな水稲の害虫防除を通じて、大規模の圃場管理をもっと楽にする種子処
理剤「ルミスパンス™FS」と「ルミビア™FS」 

SAT 普及会 
販売会社：日本農薬株式会社、北興化学工業株式会社 

 
 
ルミスパンス FS（委託試験名 DDI-3102FS）は、水稲の種もみに直接薬剤をコーティングする
「種子処理」用の殺虫剤として、2020 年度より一般社団法人日本植物防疫協会（以下日植防）を
通じて公的委託試験を開始。2022 年 10 月 12 日に移植水稲へ農薬登録を取得し、2023 年 2 月 14
日に直播水稲へ適用拡大致しました。 
 また、ルミビア FS（委託試験名 DDI-2901FS）は、2019 年度より日植防を通じて公的委託試験
を開始し、2023 年 8 月 23 日に農薬登録を取得致しました。 
 
種子処理は、短時間で薬剤処理を済ませられる革新的な薬剤処理方法です。農家人口の減少や高齢
化により、農地の集約化や大規模化が進む昨今、ルミスパンス FS・ルミビア FS 両剤は、効率
的・省力的な害虫防除に貢献できると期待されております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ルミスパンス FS の例） 
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＜ 登録番号、有効成分、製品規格、適用内容（抜粋）＞ 2024 年 11 月末日現在 
ルミスパンス FS 
農林水産省登録：第 24650 号 
有効成分：トリフルメゾピリム（通称：ピラキサルト™）42.9% 
製品規格：250ml x 20 本／ケース 

作物名 適用害虫名 使用量 使用時期 本剤の 
使用回数 

使用方法 トリフルメゾピ
リムを含む農薬
の総使用回数 

稲 
（箱育苗） 

ウンカ類 
ツマグロヨコバイ 

乾燥種もみ 
1kg 当り 
原液 7〜9ml 

は種前 
（浸種前） 

1 回 種子吹き
付け処理
又は 
塗沫処理 

1 回 

湛水 
直播水稲 

は種前 

乾田 
直播水稲 

乾燥種もみ 
1kg 当り 
原液 5〜9ml 

 
 
ルミビア FS 
農林水産省登録：第 24771 号 
有効成分：クロラントラニリプロール 50.0% 
製品規格：250ml x 20 本／ケース 

作物名 適用害虫名 使用量 使用時期 本剤の 
使用回数 

使用方法 クロラントラニ
リプロールを含
む農薬の総使用
回数 

稲 
（箱育苗） 

イネドロオイムシ 
イネミズゾウムシ 
ニカメイチュウ 
コブノメイガ 
フタオビコヤガ 
イネツトムシ 

乾燥種もみ 
1kg 当り 
原液 4〜7ml 

は種前 
（浸種前） 

1 回 種子吹き
付け処理
又は 
塗沫処理 

1 回 

直播水稲 イネミズゾウムシ 
フタオビコヤガ 
イネドロオイムシ 

は種前 
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＜製品特⻑、効果発現のメカニズム＞ 
 

• （ルミスパンス FS）抵抗性ウンカ類にも！優れた効果が最大 90 日程度持続 
o 有効成分ピラキサルトが 3 種類のウンカに優れた効果を発揮し、既存薬剤に抵抗

性を獲得したウンカ類にも有効です。また稲の苗をムラなく均一に守り、播種後
は最大で 90 日程度効果が持続します。 
 

• （ルミビア FS）幅広い害虫に対応！優れた効果が最大 70 日程度持続 
o 有効成分クロラントラニリプロールが水稲の初期害虫であるイネミズゾウムシに

優れた効果を発揮します。また稲の苗をムラなく均一に守り、播種後は最大で 70
日程度効果が持続します。 
 

• （両剤共通）農閑期に短時間で薬剤処理を終えることができる 
o 種もみが届いてすぐに薬剤処理が可能です。30kg 程度の種籾であれば約 5 分で処

理することができ省力的です。 
 
 
図：種子処理効果発現のメカニズム（ルミスパンス FS の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問い合わせ先 

SAT 普及会：日本農薬株式会社、北興化学工業株式会社 

 

TM コルテバ・アグリサイエンス並びに関連会社商標 
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北興化学工業株式会社 
 
楽粒【らくりゅう】は、北興化学工業株式会社の独自の製剤技術によって開発された拡散型製剤で
す。「楽して、楽しく」を念頭に開発された楽粒は拡散力に優れ、ほ場の大小問わず、ほ場に入らず
に散布することが可能です。また、特別な散布器具を使用せずだれでも簡単に散布が可能です。使
い方は、田面水をやや深め(水深 5~6cm)にして、250g/10a を散布するだけです。ドローンの場合
は開度 100%でほ場中央部を一筋飛行し、散布するだけです。楽粒は移植水稲および直播水稲の除
草作業の効率化・省力化によって農業が抱える問題に取り組んでいきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

除草作業は「楽して、楽しく」♬ 
1ha ほ場でも水田内に入らず省力的に水田雑草を防除！ 
除草作業をもっと楽に！もっと楽しくする「楽粒」 

除草作業の省力化 楽粒は拡散力に優れており、1ha の水田でもほ場内に入らずに薬剤を 
散布することができます 

作業重量の軽減 楽粒は 10a あたり 250g の散布でよいため、既存の 1 キロ粒剤などと 
比較すると作業重量が軽減されます 

様々な散布方法 楽粒は湛水散布、湛水周縁散布、水田畦畔からの風上一辺処理 
水口施用、無人航空機による散布など様々な方法で散布可能です 

    の特⻑ 

楽粒散布直前 楽粒散布直後 楽粒散布 5 秒後 

※拡散の様子を見やすくするために浮遊剤を処理しています 

    の拡散 

楽粒の紹介と上手な使
い方はこちらからご覧
いただけます 

楽粒の紹介 上手な使い方 
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1ha ほ場における楽粒、1 キロ粒剤の作業時間(ドローン散布比較) 

剤型 搭載重量 散布ルート 開度 作業時間 バッテリー消費 
 

2.5kg 中央部散布 100% 1 分 49 秒 16% 

1 キロ粒剤 10kg 複数回往復 8% 7 分 34 秒 90% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
直播栽培は、移植栽培と比較して除草剤散布の際に稲の葉齢が小さく、ほ場内に入って除草剤を散
布すると、稲を踏み潰したり傷めたりするリスクがあります。また、乾田直播栽培ではほ場が大規
模化するため、除草剤の散布に時間がかかり、ほ場内に入る必要もあるため労力がかかります。楽
粒であれば「風上一辺処理」や「無人航空機(ドローン)」による散布により、大規模ほ場でもほ場内
に入ることなく薬剤の散布が可能なため、小さい稲を傷めずに除草作業ができ、作業に費やす時間
も削減できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は水稲直播栽培でも力を発揮！ 

散布 56 日後 

試験地：新潟県 
播種日：5 月23 日  
処理日：6 月10 日 
供試薬剤：ノックアウト楽粒 
処理薬量：250g/10a 
処理時の稲の葉齢：1.5 葉期 
処理方法：風上側2 畦から散布 
 

によるドローン散布で除草作業時間の短縮 

楽粒の散布ルート 1 キロ粒剤の散布ルート 楽粒は拡散力に優れているため 
ほ場の中央部を 1 筋飛行する 
だけで散布が完了します。 

1 キロ粒剤の散布と比較して作業時
間とバッテリー消費量が削減されま
した。ほ場の中央部を散布するため
ドリフトリスクも少ない。 

バッテリー消費を
約 80％削減 

散布 25 日後 

2023 年 一般社団法人農林水産航空協会 農林航空技術センター試験 
試験地   ：新潟県⻑岡市  供試資材  ：楽粒（250g/10a）、1 キロ粒剤（1kg/10a） 
試験規模  ：1ha      使用機種  ：T-10（粒剤散布装置）【DJI ジャパン株式会社】 
調査方法  ：散布装置に楽粒2.5kg、1 キロ粒剤10kg を積載し、離陸から着陸までの作業時間を記録。    
      バッテリー消費は各フライト前後のプロポの表示から記録。 
飛行ルート ：楽粒はほ場の中央部付近を開度100%で1 筋散布。1 キロ粒剤は開度8%で複数回隣接往復。 

散布 8 日後 散布時（6 月 10
 

無処理 無処理 
無処理枠内雑草 

無処理 

2024 年 水稲直播栽培 現地 1ha ほ場試
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サキガケ楽粒【農林水産省登録：第 24559 号】 
有効成分： イプフェンカルバゾン…10.0% 、テフリルトリオン…12.0% 
   フロルピラウキシフェンベンジル…2.0% 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワザアリ楽粒【農林水産省登録：第 24606 号】 
有効成分： イプフェンカルバゾン…10.0%、テフリルトリオン…12.0% 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノックアウト楽粒【農林水産省登録：第 24710 号】 
有効成分： シメトリン…6.0%、テフリルトリオン…10.0%、 
   トリアファモン…2.0%、ベンフレセート…18.0% 
 
 
 
 
 
 
 

ｼﾒﾄﾘﾝを含む農薬の総使用回数 ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数 ﾄﾘｱﾌｧﾓﾝを含む農薬の総使用回数 ﾍﾞﾝﾌﾚｾｰﾄを含む農薬の総使用回数 

2 回以内 2 回以内 2 回以内 2 回以内 

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数 ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数 ﾌﾛﾙﾋﾟﾗｳｷｼﾌｪﾝﾍﾞﾝｼﾞﾙを含む農薬の総使用回数 

2 回以内 2 回以内 3 回以内 

作物名 適用雑草名 使用時期 使用量 本剤の 
使用回数 使用方法 

移植 
水稲 

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ウリカワ 
ミズガヤツリ、ヒルムシロ、セリ、オモダカ 
クログワイ 

移植直後〜ノビエ 
3 葉期 但し､移植後 30
日まで 250g 

/10a 1 回 

湛水散布､湛水周縁散布､水
口施用又は無人航空機によ
る散布 

直播 
水稲 

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ウリカワ 
ミズガヤツリ、ヒルムシロ、セリ 

稲1 葉期〜ノビエ 
3 葉期 但し､収穫 
90 日前まで 

湛水散布又は無人航空機に
よる散布 

 

製品ページ 
2 次元コード 

作物名 適用雑草名 使用時期 使用量 本剤の 
使用回数 使用方法 

移植 
水稲 

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ウリカワ 
ミズガヤツリ、ヒルムシロ、ヘラオモダカ 
オモダカ、クログワイ、シズイ、セリ 
エゾノサヤヌカグサ、ナガエツルノゲイトウ 

移植直後〜ノビエ 
3 葉期 但し､移植後 30
日まで 250g 

/10a 1 回 

湛水散布､湛水周縁散布､水
口施用又は無人航空機によ
る散布 

直播 
水稲 

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ウリカワ 
ミズガヤツリ、ヒルムシロ、セリ 

稲1 葉期〜ノビエ 
2.5 葉期 但し､収穫 90
日前まで 

湛水散布又は無人航空機に
よる散布 

 

ｲﾌﾟﾌｪﾝｶﾙﾊﾞｿﾞﾝを含む農薬の総使用回数 ﾃﾌﾘﾙﾄﾘｵﾝを含む農薬の総使用回数 

2 回以内 2 回以内 

250g 入 

製品ページ 
2 次元コード 

製品ページ 
2 次元コード 

250g 入 

作物名 適用雑草名 使用時期 使用量 本剤の 
使用回数 使用方法 

移植 
水稲 

一年生及び多年生雑草 
アオミドロ・藻類による表層はく離 

移植後7 日〜ノビエ 
3.5 葉期 但し､移植後
30 日まで 250g 

/10a 1 回 

湛水散布､湛水周縁散布､水
口施用又は無人航空機によ
る散布 

直播 
水稲 

一年生雑草、マツバイ、ホタルイ、ウリカワ 
ミズガヤツリ、ヒルムシロ、セリ 
アオミドロ・藻類による表層はく離 

稲1 葉期〜ノビエ 
3.5 葉期 但し､収穫 90
日前まで 

湛水散布又は無人航空機に
よる散布 

250g 入 

HP アドレス https://www.hokkochem.co.jp/ 

水稲直播栽培で使用できる楽粒製品【2024 年12 月末日登録内容】 

Ⓡは北興化学工業株式会社の登録商標です 
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水稲湛水直播栽培向けソリューション リゾケア○RXL 栽培の圃場管理 
シンジェンタジャパン株式会社 

アグリビジネスマーケティング本部 

技術普及部 

テクニカルマネージャー 立川重彦 

 

本誌第 46 号でリゾケア○R XL の概要と RISOCARE○R技術について解説し、第 47 号では栽培成功

への重点項目について解説を行いました。本号(第 48 号)では、令和 3 年から 6 年の現地実

証試験において明らかになった課題を踏まえ、特に注意を要する代かきから苗立ちまでの

期間の圃場管理のポイントについて解説します。（★コーティング技術を RISOCARE○Rとし、

販売中の商品をリゾケア○R XL と表します。） 

○Rはシンジェンタ社の登録商標 

＜＜令令和和 33 年年かからら令令和和 66 年年のの現現地地実実証証結結果果＞＞  

・約 8 割の生産者が満足し慣行移植栽培に劣らない収量を確保した事例も多くありました。 

・令和 6 年は、は種直後の低温に遭い出芽までの期間が長くなったことで水管理が難しく

なり、鳥害を受けた事例が増えました。大半はカモ害ですが、スズメ害・カラス害も以前よ

り多く報告されていました。 

・このため鳥害に対する生態などの知識や有効な対策については農研機構 畜産研究部門 

動物行動管理研究領域 動物行動管理グループにご助言いただきました。その内容は後半の

各項目に記載します。 

「「鳥鳥害害等等のの加加害害がが無無いいとと考考ええらられれるる圃圃場場のの圃圃場場管管理理」」  
●耕種的な苗立ち不良要因として還元障害やメタンガス等の有毒ガスによる障害があるた

め、出芽後に一定期間落水管理してください。 

●農業法人等複数の方が栽培にかかわる場合、管理基準の個人差や指示伝達がうまくいか

ず放置されてしまう事例も散見されました。このため栽培初期においては水管理などの圃

場管理をスケジュール化する事が有効です。 

●関東以南の暖地では 1 週間間隔で、北陸以北や中山間地などの冷涼地では 10 日間隔で、

以下の圃場管理をお願いします。 

●除除草草剤剤処処理理後後 77 日日以以内内ははいいかかななるる場場合合もも落落水水やや水水尻尻のの開開放放ははししなないいででくくだだささいい。。 

 

 

代かき ①土中は種(落水)   ③落水出芽     ④入水後は移植栽培同様管理 

     →②除草剤(1 週間止水)   (期間は気温など地域性考慮) 

①① 土土中中はは種種をを実実施施しし、、はは種種時時にに除除草草剤剤のの施施用用をを実実施施ししててくくだだささいい  

・土中は種することにより苗立ち時の根上りも防げます。 

・倒伏軽減にも有効です。 

・使用する除草剤は関係機関の助言を得て、必ず作物名「直播水稲」及び使用時期「は種時」

湛水期間 再入水 落水期間 
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の登録のある薬剤を使用し、使用上の注意事項に「直播水稲に使用する場合、湛水状態で苗

立ち数に関する低下」に関する項目が無いものを使用するようにしてください。 

②②はは種種直直後後にに入入水水しし、、少少ななくくとともも 33 日日間間はは湛湛水水状状態態をを保保ちち、、除除草草剤剤施施用用後後はは 77 日日間間はは落落水水

やや水水尻尻のの開開放放ををししなないいででくくだだささいい。。  

・除草剤の有効成分が土壌表面に吸着/安定する施用後 3日間は湛水状態を保ってください。 

・除草剤施用後は河川等への有効成分の流出を防ぐために水尻をしっかり止めてください。 

③③除除草草剤剤施施用用 77 日日以以降降にに落落水水をを行行っっててくくだだささいい  

・昨年までは「発芽を確認したら落水」とお示ししましたが、芽出し直後は確認が難しく、

作業担当の方への事前指示が難しいとのご意見もいただきました。このためは種後の強制

落水の時期を前述したように、関関東東以以南南のの暖暖地地はは、、はは種種 11 週週間間後後でで、、北北陸陸以以北北やや中中山山間間地地なな

どどのの冷冷涼涼地地はは、、はは種種 1100 日日後後にに一一旦旦強強制制落落水水すするることとします。上記の期間でも、除草剤散

布後 7 日までにあたる場合は水尻から排水しないでください。 

・強制落水により還元状態の改善、および土壌中の有毒ガスの大気中への放出をします。 

・落水期間も関東以南の暖地は 1週間程度、北陸以北や中山間地などの冷涼地は 10 日間程

度を基本としますが圃場の乾き具合により臨機応変に走り水等の対応をしてください。 

④④再再入入水水のの時時期期  

・上記期間を経過した後、イネの茎葉先端部が水没しないように再入水願います。 

・雑草の生え具合を確認し、2 回目の除草剤を散布してください。 

・再入水以降は慣行の移植栽培と同様の管理をお願いします。 

 

「「鳥鳥害害がが想想定定さされれるる場場合合のの圃圃場場管管理理」」  
●加加害害鳥鳥類類のの日日常常的的なな情情報報把把握握がが最最重重要要でですす。。害害鳥鳥種種のの特特定定ををししままししょょうう。。 

●カモ類、スズメ、カラスなどが集まりやすい場所、すなわち水辺などの採餌場、営巣地、

ねぐら、止まり木や電線など休憩場に関する情報に関する情報を調べ、これらの近くでの直

播栽培を避けてください。 

●は種時期にあたる春は冬場の餌不足や、鳥類の繁殖期に当たるため捕食活動が活発です。

被害が想定される圃場では、必ず鳥害対策をするとともにこまめな観察をお願いします。 

●鳥害のリスクが想定される場合には鳥鳥類類忌忌避避剤剤ななどどのの併併用用も検討してください。 

●必ず土土中中はは種種をしてください。 

 

＜カモ類＞ 

生態：ヒトに対しては他の鳥類に比較して鈍感です。餌は視覚と触覚(くちばし)で探索しま

す。実際に圃場でくちばしを土壌表面に滑らせ硬い茎に当たったら、イネと判断し植物体を

引き抜き、籾を食す姿が確認されました。ヒエはイネに比べ茎が軟らかいためイネが無い時

に食すようです。餌場への執着が強いようでいったん餌場と判断すると何度も同じ圃場に

加害に来ます。巣から飛来し「「着着水水」」するため、加害が予想される圃場は「落水」し引き抜

かれないように「地固め」することが必要です。 
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★カモ害が想定される圃場での圃場管理は以下のようです。特にイイネネ出出芽芽後後～～イイネネ２２葉葉期期

のの落落水水ままたたはは飽飽水水管管理理がが必必須須でですす。。  

 

 

代かき ①土中は種(落水)   ③落水し地固め    ④入水後は移植栽培同様管理 

     →②除草剤(1 週間止水)   (発芽～イネ 2 葉期までは落水または飽水管理) 

①土中は種および除草剤の、は種時施用を実施します。 

②は種直後に湛水し 3日間湛水状態を維持します。その後、土壌表面が見えても差し水せず

に自然落水状態を保ち「地固め」を行ってください 

③イネ出芽時からイネ 2 葉期(籾の栄養分が無くなる時期)までは落水状態を保ってくださ

い。ひび割れが気になる場合は走り水程度の水管理またはカモが着水できないように水深

1cm 以下の飽水管理を行ってください。夕立等で水深 1cm 以上になると加害されるため、除

草剤施用後 1 週間以降に水尻を開放しておいてください。 

④再入水はイネ 2 葉期以降としてください。再入水後は雑草の生え具合を確認し適切な除

草剤を使用してください。 

★物理的威嚇の併用をお願いします。少しでも「違和感」を与えるため、いぼ竹の先端に鳥

よけの反射テープを数ｍ結びつけ吹き流しのようになびかせます。これを数ｍ置きに畔に

設置します。また音による威嚇も有効と考えられますが、住環境を考慮し爆音ではなくいぼ

竹の先端に買い物袋を結び付け風でガサガサさせるだけで忌避できたとの話もありました。

鳥は慣れますが、出芽からイネ２葉期程度までの数週間守れれば良いので試す価値があり

ます。 

               くちばしを水中に入れて 

               加害中のカモ(写真左) 

 

いぼ竹と反射テープによる威嚇例（写真右） 

 

＜スズメ＞ 

生態：ヒトに対し農村部のスズメは敏感です。体が小さいため丸１日食さないと餓死します。

餌は視覚で探索するため、出芽している個体を狙います。味覚も多少あり違和感を感じたら

吐き出します。捕食量は 1 日あたり 5～10g 程度ですが、空腹時は見境が無く食べられるも

のは何でも捕食します。集団で加害が予想される場合には「種子を見せず引き抜けない＝土

中は種」と忌避剤等も有効です。 

★スズメ害が想定される圃場での圃場管理は以下のようです。特に土土中中はは種種がが必必須須でですす。。 

 

 

代かき ①土中は種(落水)   ③落水もしく浅水  ④入水後は移植栽培同様管理 

     →②除草剤(1 週間止水)   (被害状況により日数調整) 

湛水期間 イネ 2 葉期以降再入水 落水期間 

湛水期間 再入水 落水〜浅水管理 
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①必ず土中は種を行います。乗用は種機の場合は土中は種キット等の使用をしてください。

ドローンは種の場合は代かきからは種日までの期間を短くし土壌を軟らかめの状態とし、

必ず落水状態では種してください。は種後直ちに入水しは種時施用の除草剤を使用し湛水

状態に戻し 1 週間止水してください。 

②鳥害の被害が想定されない圃場と同様に、は種後一定期間湛水してください。 

③一定期間の湛水後に落水し、還元状態の改善と土壌中の有毒ガスを抜いてください。スズ

メ害が確認される場合には数日間強制落水後にイネの茎葉先端部が水没しないように湛水

し、以後は慣行移植栽培と同様の管理を行ってください。 

 

＜カラス＞ 

生態：ヒトの視線を感じたり、カメラを向けられる等の「違和感」に敏感です。餌はスズメ

同様に視覚で探し、１日当たり 50～70g 捕食します。親世代は雑木林等に縄張りを持ってお

り、春は親世代の縄張りに入れない子世代の若鳥が集団で縄張り外の田畑で採食活動を行

います。そして学習能力があり、ヒトが作業をしていると餌があることを認識しています。

行動範囲は広く、違和感を感じたら別の場所に行きます。スズメと同様の対策に加え、違和

感を演出する「物理的な威嚇（反射テープ等）」も有効です。 

★カラス害が想定される圃場での圃場管理はスズメと同様の管理をお願いします。 

加えて、カモ害対策の項目に記載したような物理的威嚇もお願いします。 

 

「「ススククミミリリンンゴゴガガイイ害害がが想想定定さされれるる圃圃場場ででのの圃圃場場管管理理」」  
＜背景＞関関東東以以南南のの平平地地ででははススククミミリリンンゴゴガガイイにによよるる食食害害もも報報告告さされれてていいまますす。 

・生態：スクミリンゴガイは湛水条件下でイネ 4～5 葉期程度まで長期にわたり加害するた

め落水状態を維持することが必要です。雑草対策が難しくなりますが、苗立ち優先です。 

 

 

代かき ①土中は種(落水)→②トラップ設置→③④走り水または降雨による水管理 

        →⑤イネ 4 葉期以降慣行移植栽培と同様の水管理 

①除草剤は使用せず、土中は種を行います。は種後に入水せず落水状態を保ちます。 

②落水管理数日後に圃場に踏み入れ足跡が残る程度の硬さになったら、畔際を溝切しスク

ミリンゴガイ用のトラップを設置します。歩行による溝切が大変な場合はトラクターや移

植用田植え機の車輪を使用し轍による溝を作ってください。 

③湛水はせずイネの生育に影響しそうな場合には走水程度に留めてください。 

④雨の後などに作成したトラップ（溝）にスクミリンゴガイが集まってきますので、薬剤な

どで駆除してください。 

⑤イネ 4 葉期以降の食害が少なくなる時期に再入水してください。 

⑥雑草防除は雑草の種類や大きさ、繁茂状況により入水前に茎葉処理剤を使用し防除を行

うとともに、入水後に直播水稲用除草剤を使用し防除してください。 

イネ 4 葉期以降再入水 落水維持→トラップ設置(駆除期間) 
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水稲直播研究会委員等による各地の研修会・検討会への参加 
及び現地指導等の実績（令和６年度） 

水稲直播研究会 

  

全国各地の生産現場等からの要請を受けて、各地区・組織が実施する水稲直播に関する

技術研修会・研究会・検討会等に、水稲直播研究会の委員を派遣し、会員も参加して、コ

ーティング技術、その後の水管理、雑草防除等水稲直播栽培に係る基本技術について、現

地での調査や生産者への指導、成績の評価、講演等を行っている。また、会員企業や研究

機関等からの要請を受けて、研究会委員が技術的助言等を行っている。 

今年度は、例年の活動に加え、ＪＡ全農東北営農資材事業所が行う東北地域の全農の県

本部の職員向けの水稲直播勉強会への講師派遣、九州沖縄農研センターが主催する九州

乾田直播研究会との連携、コロナ禍でしばらく実施されていなかったＪＡえちご中越（旧

ＪＡ越後さんとう）での直播の勉強会への参加・講演等の活動を行った。この他、会員の

発行する広報誌への寄稿、会員が作成する水稲直播の普及・啓発資料の内容への助言等を

行った。令和６年度におけるそれらの概要は以下のとおりである。なお、コロナ禍の期間

は訪問が減少したこともあり、現地訪問はまだ従来の水準までは戻っていないが、現地訪

問・講師派遣等は概ね予定どおり実施した。 

 

期 日 活動の内容 場  所 参加委員等 

R6.5.31 

 

  6．20  

 

7.17 

～18  

7.17 

    ～18    

   7.23  

8.8～9  

 

 

全農職員に向け水稲 

直播勉強会での講演 

 

会員の広報誌の原稿執筆 

の協議 

 

現地研修会 

 

 

全農職員に向け水稲直播

勉強会（第２回） 

 

現地研修会 

 

水稲低コスト技術検討会・

東北農業試験研究推進会

議作物生産推進部会直播

宮城：全農東北営農資材事業所 

 

 

東京：穀物乾燥貯蔵施設協会事

務所 

 

宮城：ＪＡ加美よつば直播研究 

   会 

 

福島：福島県現地圃場 

 

 

秋田：鹿角地域振興局 

 

山形：東北農政局及び東北農業

研究センター主催 

 

会長（現地）、委員 4 名 

（Web） 

 

会長他委員 1 名、会員 3 

名、事務局 

 

委員 2 名、 

農水省穀物課 1 名 

 

会長他委員 1 名 

 

 

委員 3 名 

 

会長他委員 1 名、事務

局（以上、現地）、委員

4 名（Web）、会員 10 社
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9.18  

 

 

  

研究会 

 

現地圃場見学会（九州地域

における振動ローラ式水

稲乾田直播の現地圃場見

学会） 

 

 

 

福岡：九州沖縄農研センター主 

   催 

 

 

 

31 名 

 

委員１名 

 

 

  

 （備 考） 

 令和６年度は、上記の活動の他、リニューアルしたホームページの更新等のため、ホ

10.17 

～18 

 

12.2 

 

 

 

  12.10 

 

 

12.26 

 

 

R7.1.24 

～25  

   

  2.13 

  ～14 

 

2.18 

～19 

    

 

   3.5 

 

 

初冬播きプロジェクト会 

議の外部アドバイザー 

 

水稲直播研究会講演会 

 

 

 

全国農業改良普及支援協 

会賛助会員事業説明会 

 

全農職員向け水稲直播栽 

培勉強会第４回講師 

 

現地研修会 

 

 

初冬播きプロジェクト会 

議の外部アドバイザー 

 

令和 6 年度全国農業シス 

テム化研究会最終成績検 

討会 

 

新稲作研究会成績検討会 

 

岩手：岩手大学農学部 

 

 

東京：都道府県会館 

 

 

 

東京：ＡＰ秋葉原 

 

 

Web：全農東北営農資材事業所 

主催 

 

新潟：さんとう北部水稲直播研

究会反省検討会 

 

茨城：県南生涯学習センター、 会長 

茨城大学 

 

東京：アルカディア市ヶ谷及び 

Web 

 

 

東京：東京証券会館（会場及び

Web 参加） 

 

会長 

 

 

会長他委員 5 名、 

会員 10社 31 名、事務局 

全体参加者 64 名 

 

事務局 

 

 

会長他委員１名（Web） 

 

 

会長他委員 4 名 

 

 

 

 

委員 3 名（Web）、 

事務局（会場） 

参加者約 500 名 

 

会長、事務局（会場）、 

椛木委員（Web）、参加者 

約 500 名 
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ームページ作成・更新を依頼している外注先業者と中央委員・事務局との間で、適宜、

検討・打合せをメール等で行い所要の更新を行うとともに、ホームページの問合せ欄を

通じて相談のあった案件に対応した。  
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本誌から転載する場合は、本会の許可を得てください。 
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